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Ⅰ 調査実施の概要 

１ 調査目的 

上下水道利用者の上下水道事業に対する評価，意向・要望，意識の変化等を的確に把握し，今後

の事業運営に活用することを目的とする。 

 

２ 調査設計 

（１）調査対象     2020年度（令和２年度）使用水量上位事業所から抽出した 300事業所 

（２）調査方法     郵送配布・郵送回収 

（３）調査期間     2020年（令和２年）10月 30日～11月 13日 

（４）有効回収数（率） 173事業所（57.7％） 

 

３ 報告書の見方 

（１）比率はすべて百分率で表し，小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのために，百分率

の合計が 100％にならないことがある。 

（２）質問文の中に，複数回答が可能な質問があるが，その場合，回答の合計は調査数を上回ること

がある。 

（３）図中の選択枝表記は，場合によっては語句を短縮・簡略化している場合がある。 

（４）数表，図表，文中に示す nは，比率算出上の基数（標本数）を表している。 

（５）その他や自由意見については，読みやすさ等を考慮し文章の表現を一部変更し掲載している。 

（６）n=20以下のものはコメントで言及していない。 
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Ⅱ 調査結果のまとめ 

１ 新型コロナウイルス感染症に関することについて 

①事業所の水道使用水量の変化 

新型コロナウイルス感染症での影響で，水道使用水量が減った事業所は２割以上。 

新型コロナウイルス感染症による影響での水道使用水量について，「特に変わらない」（62.4％），

『水道使用水量が減った』（「少し減った」と「かなり減った」を合わせた割合）（26.6％）となって

いる。 

 

②支払の猶予や分割納付などの対応や検討 

支払の猶予や分割納付対応を「知らない」は６割以上であり，約２割が今後検討する可能性があ

る。 

新型コロナウイルス感染症による影響での支払の猶予や分割納付対応について，「知っている」

（37.6％），「知らない」（61.8％）となっている。また，支払の猶予や分割納付の検討について，「こ

れまで検討しなかったが，今後検討する可能性がある」（19.1％）となっている。 

 

２ 水道水について 

①水道水の飲用 

「そのまま飲んでいる」，「水道水はまったく（ほとんど）飲んでいない」はともに約２割。 

水道水の飲み方について，「そのまま飲んでいる」，「水道水はまったく（ほとんど）飲んでいない」

（ともに 18.5％）となっており，「水道水はまったく（ほとんど）飲んでいない」は 2012 年度調査

よりも 7.8ポイント増加している。 

 

②水道水を飲まない理由 

水道水を飲まない主な理由は「ミネラルウォーターやジュースなどを飲むから」。 

水道水をほとんど飲まない理由について，「ミネラルウォーターやジュースなどを飲むから」

（56.3％），「水道水をそのまま飲む習慣がないから」（31.3％）となっている。 

 

③水道水の安全性 

水道水の水質についての最も望むことは「水道管をきれいにしてほしい」。 

水道水の水質について，「水道管をきれいにしてほしい」（30.1％），「もっとおいしくしてほしい」

（27.7％），「もっと安全にしてほしい」（26.6％）となっている。 

 

④水道水以外の利用状況 

「水道水以外は利用していない」が前回より増加。 

水道水以外の利用状況について，「水道水以外は利用していない」（72.8％）となっており，2012年

度調査よりも 7.5ポイント増加している。 

  



 

 

3 

 

３ 下水道について 

①下水道の整備状況 

下水道が「整備されている」は約８割。 

公共下水道の整備状況について，「整備されている」（78.0％），「整備されていない」（14.5％）と

なっている。 

 

②下水道の使用（接続）状況 

「使用（接続）している」は９割以上で前回より大幅に増加。 

下水道の使用（接続）の有無について，「使用（接続）している」（94.1％）となっており，2012年

度調査よりも 32.1ポイント増加している。 

 

③「特定施設」の認知度 

特定施設を「知らない」は約６割。 

「特定施設」の認知度について，「知っている」（42.2％），「知らない」（57.2％）となっている。 

 

４ 水道料金・下水道使用料について 

①水道料金・下水道使用料 

「妥当な水準だと思う」は前回より増加し，「高いと思う」は前回より減少。 

水道料金・下水道使用料に感じていることについて，「妥当な水準だと思う」（39.9％）となってお

り，2012年度調査よりも 7.2ポイント増加している。また，「高いと思う」（31.2％）となっており，

2012年度調査よりも 16.1 ポイント減少している。 

 

②水道料金・下水道使用料が高いと思う理由 

「他都市の水道料金・下水道使用料とくらべて高く思えるから」が前回より大幅に増加。 

水道料金・下水道使用料が高いと思う理由について，「他都市の水道料金・下水道使用料とくらべ

て高く思えるから」（33.3％）となっており，2012年度調査よりも 17.8ポイント増加している。 

 

③逓増制について 

『良いと思う』は約６割。 

逓増制について，『良いと思う』（「良いと思う」と「どちらかといえば良いと思う」を合わせた割

合）（57.8％）となっている。 

 

④従量料金・従量使用料の単価の見直し 

「一定以上の水量を使用する場合は，別に安い単価を設定してほしい」は４割台半ば。 

現在の従量料金・従量使用料の単価の見直しについて，「一定以上の水量を使用する場合は，別に

安い単価を設定してほしい」（43.9％），「最高単価と最低単価の差を小さくしてほしい」（15.6％）と

なっている。 
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⑤口径別料金体系について 

「今のままでよい」は５割台半ば，「口径別料金体系の方がよい」は１割以上。 

口径別料金体系について，「今のままでよい」（56.6％），「口径別料金体系の方がよい」（12.7％）

となっている。 

 

５ 施設の老朽化・更新について 

①水道施設や下水道施設が老朽化の進行により更新時期を迎えること 

更新時期を迎えることを「知っている」は６割台半ば。 

水道施設や下水道施設が老朽化の進行により更新時期を迎えることについて，「知っている」

（65.3％），「知らない」（34.1％）となっている。 

 

②水道施設や下水道施設の更新は水道料金と下水道使用料で賄っていること 

水道・下水道の施設は水道料金・下水道使用料で賄っていることを「知っている」は７割台半ば。 

水道施設や下水道施設の更新は水道料金と下水道使用料で賄っていることについて，「知っている」

（76.3％），「知らない」（23.1％）となっている。 

 

③水道料金及び下水道使用料の値上げが必要となった場合 

「料金の値上げはやむを得ない」は４割台半ば，「借入金を増やしてでも，料金の値上げ幅を小さ

くしてほしい」は２割台半ば。 

水道料金及び下水道使用料の値上げが必要となった場合について，「料金の値上げはやむを得ない」

（45.7％），「借入金を増やしてでも，料金の値上げ幅を小さくしてほしい」（23.7％）となっている。 

 

６ 広域連携について 

①「広域連携」の検討・議論 

「知らなかったが，今後は内容を理解しようと思った」は約６割。 

「広域連携」の検討・議論について，「知らなかったが，今後は内容を理解しようと思った」（59.5％）

となっている。 

 

②広域連携に対する福山市の考え 

「統合へは参加せず，このまま単独経営を続けていけばよいと思う」は３割台半ば，「将来的に

は，県内水道事業の統合に参加するべきだと思う」は２割以上。 

広域連携に対する福山市の考えについて，「統合へは参加せず，このまま単独経営を続けていけば

よいと思う」（34.1％），「将来的には，県内水道事業の統合に参加するべきだと思う」（23.7％）とな

っている。 
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７ 災害への備えについて 

①上下水道局が行っている対策や取組 

認知度が最も高い対策や取組は「給水車を保有していること」。「知っているものはない」は２割

以上。 

上下水道局が行っている対策や取組で知っているものについて，「給水車を保有していること」

（49.1％），「水道管・下水道管を耐震化していること」（43.9％）となっている。また，「知っている

ものはない」（22.5％）となっている。 

 

８ 上下水道局が行っている事業・サービスについて 

①上下水道局の取組やサービスの満足している点・不満な点 

満足している点は「安定した給水」。不満に思っている点は「特になし」が５割以上。 

上下水道局の取組やサービスについて，満足している点は「安定した給水」（77.5％）となってお

り，不満な点は「水道料金・下水道使用料」（12.7％）となっている。また，不満に思っている点で

「特になし」（52.6％）となっている。 

 

②上下水道局職員に対しての満足度 

５割程度は好印象だが，前回より減少。「職員と応対したことがない」は３割台半ば。 

上下水道局職員に対しての満足度について，『満足している』（「良かった（満足）」と「どちらかと

いえば良かった」を合わせた割合）（50.3％）となっており，2012年度調査よりも 8.3ポイント減少

している。また，「職員と応対したことがない」（36.4％）となっている。 

 

③全体的な上下水道局の取組やサービスの満足度 

４割台半ばは満足している。 

全体での上下水道局の取組やサービスの満足度について，『満足している』（「満足している」と「ど

ちらかといえば満足」を合わせた割合）（44.5％），「ふつう」（46.2％）となっている。 

 

④今後の事業運営の効率的な推進 

災害への対策にもっと力を入れていくべきと考える人が過半数。 

全体での上下水道局の取組やサービスの満足度について，「もっと力を入れていくべき」との回

答は「大雨などに対する浸水対策」（64.7％），「災害に強い下水道づくり」（61.8％），「災害に強い

水道づくり」（60.7％）となっている。  
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37.0

28.0

7.5 19.1

29.3

5.8

8.0

16.8

16.0

0.6

2.0

4.0

8.7

8.1

7.3

1.2

0.7
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

製造業 建設業 医療・福祉 卸売・小売業 サービス業

運輸・通信業 公共機関

（医療・福祉を除く）

その他 無回答

63.0

63.3

9.8

8.7

7.5

6.0

7.5

12.0

4.0

2.0

5.8

6.7

2.3

1.3
(%)

0 20 40 60 80 100

福山地区 東部地区 西部（松永）地区 北部地区

沼隈・内海地区 神辺地区 無回答

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

63.0

63.3

9.8

8.7

7.5

6.0

7.5

12.0

4.0

2.0

5.8

6.7

2.3

1.3
(%)

0 20 40 60 80 100

福山地区 東部地区 西部（松永）地区 北部地区

沼隈・内海地区 神辺地区 無回答

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

Ⅲ 調査結果 

１ 回答者属性 

（１）所在地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の業種】 

 

●金融・保険業 

●学校・教育 

●経済団体 ほか 

 

 

  

37.0

28.0

7.5 19.1

29.3

5.8

8.0

16.8

16.0

0.6

2.0

4.0

8.7

8.1

7.3

1.2

0.7
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

製造業 建設業 医療・福祉 卸売・小売業

サービス業 運輸・通信業 公共機関

（医療・福祉を除く）
その他

無回答



 

 

7 

 

1.6 

7.7 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

7.1 

7.8 

7.7 

3.0 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

7.1 

59.4 

76.9 

75.8 

50.0 

48.3 

100.0 

71.4 

57.1 

21.9 

0.0 

9.1 

30.0 

37.9 

0.0 0.0 

21.4 

9.4 

0.0 

3.0 

0.0 

13.8 

0.0 0.0 

7.1 

0.0 

7.7 

3.0 

0.0 0.0 0.0 

28.6 

0.0 0.0 0.0 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業

(n=64)

建設業

(n=13)

医療・福祉

(n=33)

卸売・小売業

(n=10)

サービス業

(n=29)

運輸・通信業

(n=1)

公共機関（医療・

福祉を除く）(n=7)

その他

(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

かなり増えた 少し増えた 特に変わらない 少し減った

かなり減った わからない 無回答

2.3 

5.8 62.4 19.7 6.9 

2.3 

0.6 
全体

(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

かなり増えた 少し増えた 特に変わらない 少し減った

かなり減った わからない 無回答

2.3 

5.8 62.4 19.7 6.9 

2.3 

0.6 
全体

(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

かなり増えた 少し増えた 特に変わらない 少し減った

かなり減った わからない 無回答

2.3 

5.8 62.4 19.7 6.9 

2.3 

0.6 
全体

(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

かなり増えた 少し増えた 特に変わらない 少し減った

かなり減った わからない 無回答

２ 新型コロナウイルス感染症に関することについて 

問３ 新型コロナウイルス感染症による影響（在宅勤務，業務量の減少など）により，貴事業所の水

道使用水量は変わりましたか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症による影響での水道使用水量について，「特に変わらない」との回答が

62.4％と最も高く，次いで『水道使用水量が減った』（「少し減った」と「かなり減った」を合わせた

割合）（26.6％），『水道使用水量が増えた』（「かなり増えた」と「少し増えた」を合わせた割合）（8.1％）

などの順となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，『水道使用水量が減った』との回答はサービス業で５割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『水道使用水量が増えた』 『水道使用水量が減った』 

『水道使用水量が増えた』 『水道使用水量が減った』 
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37.6 61.8 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

35.9 

30.8 

42.4 

40.0 

37.9 

0.0 

14.3 

57.1 

64.1 

69.2 

54.5 

60.0 

62.1 

100.0 

85.7 

42.9 

0.0 0.0 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

知っている 知らない 無回答

製造業

(n=64)

建設業

(n=13)

医療・福祉

(n=33)

卸売・小売業

(n=10)

サービス業

(n=29)

運輸・通信業

(n=1)

公共機関（医療・

福祉を除く）(n=7)

その他

(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

37.6 61.8 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

37.6 61.8 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

問４ 新型コロナウイルス感染症による影響などにより，水道料金・下水道使用料のお支払いが一時

的に困難になった場合，福山市では支払の猶予や分割納付などの対応をしています。この制度

のことをご存じですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症による影響での支払の猶予や分割納付対応について，「知っている」

（37.6％），「知らない」（61.8％）となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「知っている」との回答は医療・福祉で４割超と高くなっている。 
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問５ 貴事業所で支払の猶予や分割納付について検討しましたか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症による影響での支払の猶予や分割納付対応について，「これまで検討し

なかったし，今後も検討することはない」との回答が 74.6％と最も高く，次いで「これまで検討し

なかったが，今後検討する可能性がある」（19.1％），「検討した（もしくは検討している）が，上下

水道局に相談していない」（2.9％）などの順となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「これまで検討しなかったが，今後検討する可能性がある」との回答はサービス

業で４割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

0.6 2.9 

19.1 74.6 

1.7 

1.2 全体

(n=173)
(%)

0 20 40 60 80 100

検討し，上下水道局に相談した 検討した（もしくは検討している）が，

上下水道局に相談していない

これまで検討しなかったが，

今後検討する可能性がある
これまで検討しなかったし，

今後も検討することはない

その他 無回答

0.6 2.9 

19.1 74.6 

1.7 

1.2 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

検討し，上下水道局に相談した 検討した（もしくは検討している）が，

上下水道局に相談していない

これまで検討しなかったが，

今後検討する可能性がある

これまで検討しなかったし，

今後も検討することはない

その他 無回答

0.0 0.0 0.0 0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

3.1 

7.7 

3.0 

0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

18.8 

0.0 

15.2 

0.0 

44.8 

0.0 0.0 

21.4 

75.0 

84.6 

81.8 

90.0 

44.8 

100.0 

100.0 

78.6 

1.6 

7.7 

0.0 0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

1.6 

0.0 0.0 

10.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

検討し，上下水道局に相談した 検討した（もしくは検討している）が，

上下水道局に相談していない

これまで検討しなかったが，

今後検討する可能性がある
これまで検討しなかったし，

今後も検討することはない

その他 無回答

0.6 2.9 

19.1 74.6 

1.7 

1.2 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

検討し，上下水道局に相談した 検討した（もしくは検討している）が，

上下水道局に相談していない

これまで検討しなかったが，

今後検討する可能性がある

これまで検討しなかったし，

今後も検討することはない

その他 無回答
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【問４で「１.知っている」と回答した事業所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症による影響での支払の猶予や分割納付対応について，問４で「１.知

っている」と回答した事業所（65事業所）のうち「これまで検討しなかったし，今後も検討するこ

とはない」との回答が 73.8％と最も高く，次いで「これまで検討しなかったが，今後検討する可能

性がある」（20.0％）などの順となっている。 

 

  

1.5 3.1 

20.0 73.8 

1.5 

0.0 

全体

(n=65)

(%)
0 20 40 60 80 100

検討し，上下水道局に相談した 検討した（もしくは検討している）が，

上下水道局に相談していない

これまで検討しなかったが，

今後検討する可能性がある
これまで検討しなかったし，

今後も検討することはない

その他 無回答

0.6 2.9 

19.1 74.6 

1.7 

1.2 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

検討し，上下水道局に相談した 検討した（もしくは検討している）が，

上下水道局に相談していない

これまで検討しなかったが，

今後検討する可能性がある

これまで検討しなかったし，

今後も検討することはない

その他 無回答
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26.6 

15.4 

6.1 

20.0 

24.1 

0.0 

14.3 

7.1 

12.5 

23.1 

12.1 

30.0 

31.0 

0.0 0.0 

21.4 

35.9 

38.5 

66.7 

40.0 

34.5 

0.0 

85.7 

50.0 

25.0 

23.1 

15.2 

10.0 

10.3 

100.0 

0.0 

21.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

そのまま飲んでいる 浄水器を通して飲んでいる 沸かして，お茶や

コーヒーとして飲んでいる
水道水はまったく（ほとんど）

飲んでいない

無回答

３ 水道水について 

問６ 貴事業所では，水道水をどのようにして飲んでいますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水の飲み方について，「沸かして，お茶やコーヒーとして飲んでいる」との回答が 45.1％と最

も高く，次いで「そのまま飲んでいる」，「水道水はまったく（ほとんど）飲んでいない」（ともに 18.5％）

などの順となっている。 

経年比較すると，「水道水はまったく（ほとんど）飲んでいない」との回答は 2020年度調査で 18.5％

となっており，2012年度調査の 10.7％よりも，7.8ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「沸かして，お茶やコーヒーとして飲んでいる」との回答は医療・福祉で６割台

半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.5

14.7

17.9

10.7

45.1

50.0

18.5

10.7 14.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

そのまま飲んでいる 沸かして，お茶やコーヒー

として飲んでいる
水道水はまったく（ほとんど）

飲んでいない

浄水器を通して飲んでいる

その他
注１

注２

注１ 2012 年度調査の「沸かして，お茶やコーヒーとして飲んでいる」（50.0％）は， 

「水道水を沸かして飲むことが多い」（10.7％）を含んだ数値 
 

注２ 2012 年度調査の「その他」は，「給茶機・冷水器に入れた水道水を飲んでいる」の回答率 

18.5

14.7

17.9

10.7

45.1

50.0

18.5

10.7 14.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

そのまま飲んでいる

水道水はまったく（ほとんど）

飲んでいない

浄水器を通して飲んでいる

沸かして，お茶やコーヒー

として飲んでいる 注1

その他
注2

そのまま飲んでいる

水道水はまったく（ほとんど）

飲んでいない

浄水器を通して飲んでいる

沸かして，お茶やコーヒー

として飲んでいる

無回答

18.5

14.7

17.9

10.7

45.1

50.0

18.5

10.7 14.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

そのまま飲んでいる

水道水はまったく（ほとんど）

飲んでいない

浄水器を通して飲んでいる

沸かして，お茶やコーヒー

として飲んでいる 注1

その他
注2

そのまま飲んでいる

水道水はまったく（ほとんど）

飲んでいない

浄水器を通して飲んでいる

沸かして，お茶やコーヒー

として飲んでいる

無回答
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56.3 

31.3 

12.5 

6.3 

3.1 

12.5 

9.4 

0 20 40 60

ミネラルウォーターやジュースなどを飲むから

水道水をそのまま飲む習慣がないから

安全性に不安があるから

においや味が気になるから

周りの人が飲んでいないから

その他

特に理由はない

無回答

(%)
(n=32)

問６で「４」と回答された事業所のみお答えください。 

問６－１ 貴事業所で水道水を飲まない理由は何ですか。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水を飲まない理由について，「ミネラルウォーターやジュースなどを飲むから」との回答が

56.3％と最も高く，次いで「水道水をそのまま飲む習慣がないから」（31.3％），「安全性に不安があ

るから」（12.5％）などの順となっている。 

 

【業種別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【代表的なその他の意見】 

 

●外注のウォーターサーバーを利用しているから。 

 

  

（％）

安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か

ら に
お
い
や
味
が
気
に
な
る

か
ら

周
り
の
人
が
飲
ん
で
い
な

い
か
ら

水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
む

習
慣
が
な
い
か
ら

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

や

ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
飲
む
か

ら そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

12.5 6.3 3.1 31.3 56.3 12.5 9.4      -

製造業(n=16) 6.3 12.5 6.3 18.8 43.8 12.5 18.8      -

建設業(n=3) 33.3      -      - 33.3 100.0      -      -      -

医療・福祉(n=5) 20.0      -      - 40.0 60.0      -      -      -

卸売・小売業(n=1) 100.0      -      -      - 100.0      -      -      -

サービス業(n=3)      -      -      - 66.7 66.7 33.3      -      -

運輸・通信業(n=1)      -      -      - 100.0      -      -      -      -

公共機関(n=0)      -      -      -      -      -      -      -      -

その他(n=3)      -      -      - 33.3 66.7 33.3      -      -

全　体(n=32)

業
種
別
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30.1 

27.7 

26.6 

24.9 

24.9 

23.7 

24.9 

1.2 

0 10 20 30 40

水道管をきれいにしてほしい

もっとおいしくしてほしい

もっと安全にしてほしい

水源の河川やダムの
水質をよくしてほしい

水道水の安全性について，
もっと情報提供してほしい

カルキ（塩素）などのにおいが
しないようにしてほしい

その他

特になし

無回答

(%)
(n=173)

（％）

も
っ

と
安
全
に
し
て
ほ
し

い も
っ

と
お
い
し
く
し
て
ほ

し
い

カ
ル
キ
（

塩
素
）

な
ど
の

に
お
い
が
し
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い

水
源
の
河
川
や
ダ
ム
の
水

質
を
よ
く
し
て
ほ
し
い

水
道
管
を
き
れ
い
に
し
て

ほ
し
い

水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い

て
，
も
っ

と
情
報
提
供
し

て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

26.6 27.7 23.7 24.9 30.1 24.9 - 24.9 1.2

製造業(n=64) 10.9 18.8 15.6 18.8 21.9 21.9 - 29.7 1.6

建設業(n=13) 30.8 7.7 23.1 30.8 38.5 23.1 - 15.4 -

医療・福祉(n=33) 48.5 39.4 39.4 39.4 39.4 30.3 - 21.2 -

卸売・小売業(n=10) 30.0 40.0 20.0 10.0 10.0 40.0 - 30.0 -

サービス業(n=29) 34.5 34.5 37.9 13.8 31.0 20.7 - 20.7 3.4

運輸・通信業(n=1) 100.0 - - - - - - - -

公共機関(n=7) 57.1 42.9 14.3 28.6 71.4 14.3 - 28.6 -

その他(n=14) 7.1 28.6 7.1 35.7 35.7 28.6 - 28.6 -

全　体(n=173)

業
種
別

問７ 水道水の水質について，どのようなことを望みますか。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水の水質について，「水道管をきれいにしてほしい」との回答が 30.1％と最も高く，次いで「も

っとおいしくしてほしい」（27.7％），「もっと安全にしてほしい」（26.6％）などの順となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「もっと安全にしてほしい」との回答は医療・福祉で約５割と高くなっている。 
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12.1

8.1

4.0

1.7

2.3

72.8

2.3

11.3

8.0

4.7

7.3

2.7

65.3

4.0

0 20 40 60 80

地下水（井戸水）

工業用水

雨水

再生水

その他

水道水以外は利用していない

無回答

(%)

２０１２年度調査（n=150）

２０２０年度調査（n=173）

（％）

地
下
水
（

井
戸
水
）

雨
水

再
生
水

工
業
用
水

そ
の
他

水
道
水
以
外
は
利
用
し
て

い
な
い

無
回
答

12.1 4.0 1.7 8.1 2.3 72.8 2.3

製造業(n=64) 14.1 1.6 1.6 17.2 - 62.5 4.7

建設業(n=13) 15.4 7.7 - - - 69.2 7.7

医療・福祉(n=33) 9.1 3.0 - - 6.1 81.8 -

卸売・小売業(n=10) - - - 10.0 - 90.0 -

サービス業(n=29) 17.2 10.3 3.4 - 3.4 75.9 -

運輸・通信業(n=1) - - - 100.0 - - -

公共機関(n=7) - 14.3 14.3 14.3 - 85.7 -

その他(n=14) 7.1 - - - 7.1 85.7 -

全　体(n=173)

業
種
別

問８ 水道水以外の利用状況についておたずねします。 

貴事業所で利用しているものをすべて選んでください。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水以外の利用状況について，「地下水（井戸水）」との回答が 12.1％と高く，次いで「工業用

水」（8.1％），「雨水」（4.0％）などの順となっている。また，「水道水以外は利用していない」との

回答は 72.8％となっている。 

経年比較すると，「再生水」との回答は 2020年度調査で 1.7％となっており，2012年度調査の 7.3％

よりも，5.6ポイント減少している。一方，「水道水以外は利用していない」との回答は 2020年度調

査で 72.8％となっており，2012年度調査の 65.3％よりも，7.5ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「地下水（井戸水）」との回答はサービス業で約２割，「水道水以外は利用してい

ない」との回答は医療・福祉で８割超と高くなっている。 
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【代表的なその他の意見】 

 

●ミネラルウォーター。 

●外注のウォーターサーバー。 

●蒸留水。 
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78.0 14.5 7.5 

0.0 

整備されている 整備されていない わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

87.2 

58.8 

76.9 

46.2 

85.7 

50.0 

5.5 

35.3 

23.1 

38.5 

14.3 

30.0 

7.3 

5.9 

0.0 

15.4 

0.0 

20.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

整備されている 整備されていない わからない 無回答

福山地区
(n=109)

東部地区
(n=17)

西部（松永）地区
(n=13)

北部地区
(n=13)

沼隈・内海地区
(n=7)

神辺地区
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

78.0 14.5 7.5 

0.0 

整備されている 整備されていない わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

78.0 14.5 7.5 

0.0 

整備されている 整備されていない わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

４ 下水道について 

問９ 貴事業所の地域は公共下水道が整備されていますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

公共下水道の整備状況について，「整備されている」（78.0％），「整備されていない」（14.5％）と

なっている。 

 

【所在地区別】 

 

所在地区別にみると，「整備されている」との回答は福山地区で約９割と高くなっている。 
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94.1

62.0

2.2

4.7

2.2

29.3

1.5

4.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=135）

２０１２年度調査

（n=150）

使用（接続）している 一部使用（接続）している 使用（接続）していない 無回答

92.5 

90.9 

95.7 

100.0 

95.2 

100.0 

85.7 

100.0 

5.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.9 

0.0 

4.3 

0.0 

4.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 

9.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 

14.3 

0.0 

使用（接続）している 一部使用（接続）している 使用（接続）していない 無回答

製造業
(n=53)

建設業
(n=11)

医療・福祉
(n=23)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=21)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=9)

(%)
0 20 40 60 80 100

問９で「１」と回答された事業所のみお答えください。 

問９－１ 貴事業所では，下水道を使用（接続）していますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道の使用（接続）の有無について，「使用（接続）している」との回答が 94.1％と最も高く，

次いで「一部使用（接続）している」，「使用（接続）していない」（ともに 2.2％）となっている。 

経年比較すると，「使用（接続）している」との回答は 2020年度調査で 94.1％となっており，2012

年度調査の 62.0％よりも，32.1ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「使用（接続）している」との回答は公共機関を除くすべての業種で９割超と高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.1

62.0

2.2

4.7

2.2

29.3

1.5

4.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=135）

２０１２年度調査
（n=150）

使用（接続）している 一部使用（接続）している

使用（接続）していない 無回答

94.1

62.0

2.2

4.7

2.2

29.3

1.5

4.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=135）

２０１２年度調査
（n=150）

使用（接続）している 一部使用（接続）している

使用（接続）していない 無回答
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33.3 

33.3 

33.3 

0 10 20 30 40 50
(%)

(n=3)

工事資金が高いため（資金調達が困難）

接続する必要性を感じないから

下水道接続工事をすると建築物に
損害が出るおそれがあるから

建築物を近いうちに取り壊す予定があるから

土地の形状等により接続工事ができないから

建物を長い間使用しておらず汚水が出ないから

その他

無回答

合併浄化槽を使用しているから

問９－１で「３」と回答された事業所のみお答えください。 

問９－２ 使用（接続）していない理由は何ですか。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用（接続）していない理由について，「工事資金が高いため（資金調達が困難）」，「建築物を近い

うちに取り壊す予定があるから」（ともに 33.3％）となっている。 

 

【代表的なその他の意見】 

 

●現在，接続に向けて工事計画中。 
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42.2

52.0

57.2

47.0

0.6

1.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=100）

知っている 知らない 無回答

62.5 

38.5 

12.1 

40.0 

31.0 

0.0 

42.9 

50.0 

37.5 

61.5 

84.8 

60.0 

69.0 

100.0 

57.1 

50.0 

0.0 0.0 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

知っている 知らない 無回答

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

42.2

52.0

57.2

47.0

0.6

1.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=100）

知っている 知らない 無回答

42.2

52.0

57.2

47.0

0.6

1.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=100）

知っている 知らない 無回答

問１０ 下水道法における「特定施設」という施設を知っていますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特定施設」の認知度について，「知っている」（42.2％），「知らない」（57.2％）となっている。 

経年比較すると，「知らない」との回答は 2020 年度調査で 57.2％となっており，2012年度調査の

47.0％よりも，10.2ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「知っている」との回答は製造業で６割超と高くなっている。 
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0.0 

7.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

7.8 

53.8 

0.0 0.0 

6.9 

0.0 0.0 0.0 

4.7 

0.0 0.0 

20.0 

13.8 

0.0 0.0 0.0 

32.8 

7.7 

42.4 

30.0 

27.6 

0.0 

42.9 

28.6 

15.6 

7.7 

21.2 

0.0 

6.9 

0.0 0.0 

21.4 

17.2 

0.0 0.0 0.0 

10.3 

0.0 

28.6 

14.3 

10.9 

0.0 0.0 

30.0 

6.9 

0.0 0.0 

7.1 

4.7 

23.1 

30.3 

10.0 

27.6 

100.0 

28.6 

21.4 

6.3 

0.0 

6.1 

10.0 

0.0 0.0 0.0 

7.1 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

１３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ４０ｍｍ ５０ｍｍ

７５ｍｍ １００ｍｍ以上 わからない 無回答

５ 水道料金・下水道使用料について 

問１１ 貴事業所に設置されている水道メーターの口径をお答えください。なお，水道の契約が複数

ある場合は，代表的なものをご記入ください。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道メーターの口径について，「40㎜」との回答が 31.2％と最も高く，次いで「50㎜」（13.3％），

「75 ㎜」（10.4％）などの順となっている。また，「わからない」との回答は 17.9％となっている。 

経年比較すると，「50mm」との回答は 2020年度調査で 13.3％となっており，2012年度調査の 25.3％

よりも，12.0 ポイント減少している。一方，「20mm」との回答は 2020 年度調査で 9.2％となってお

り，2012年度調査の 2.0％よりも，7.2ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「75㎜」以上の大口径は，製造業で約３割と多く設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.6

1.3

9.2

2.0

5.2

6.0

31.2

23.3

13.3

25.3

10.4

17.3

7.5

9.3

17.9 4.6

15.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

１３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ４０ｍｍ ５０ｍｍ

７５ｍｍ １００ｍｍ以上 わからない 無回答

※「わからない」は前回調査なし

※「わからない」は，2012 年度調査にはない 

0.6

1.3

9.2

2.0

5.2

6.0

31.2

23.3

13.3

25.3

10.4

17.3

7.5

9.3

17.9 4.6

15.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

１３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ４０ｍｍ

５０ｍｍ ７５ｍｍ １００ｍｍ以上 わからない

無回答

※「わからない」は前回調査なし

0.6

1.3

9.2

2.0

5.2

6.0

31.2

23.3

13.3

25.3

10.4

17.3

7.5

9.3

17.9 4.6

15.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

１３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ４０ｍｍ

５０ｍｍ ７５ｍｍ １００ｍｍ以上 わからない

無回答

※「わからない」は前回調査なし
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20.8

9.3

18.5

12.7

19.1

29.3

8.7

14.0

6.4

8.7

11.6

12.0

15.0

14.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

０～４９９㎥ ５００～

９９９㎥

１０００～

１９９９㎥

２０００～

２９９９㎥

３０００～

４９９９㎥

５０００㎥～ 無回答

20.8

9.3

18.5

12.7

19.1

29.3

8.7

14.0

6.4

8.7

11.6

12.0

15.0

14.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

０～４９９㎥
５００～

９９９㎥

１０００～

１９９９㎥

２０００～

２９９９㎥
３０００～

４９９９㎥
５０００㎥～ 無回答

15.6 

84.6 

6.1 

30.0 

17.2 

0.0 

28.6 

14.3 

21.9 

0.0 

9.1 

0.0 

24.1 

100.0 

28.6 

35.7 

20.3 

0.0 

33.3 

0.0 

24.1 

0.0 

14.3 

7.1 

12.5 

0.0 

6.1 

10.0 

6.9 

0.0 

14.3 

7.1 

12.5 

0.0 

6.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

12.5 

0.0 

6.1 

30.0 

10.3 

0.0 

14.3 

21.4 

4.7 

15.4 

33.3 

30.0 

17.2 

0.0 0.0 

14.3 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

０～４９９㎥ ５００～

９９９㎥

１０００～

１９９９㎥

２０００～

２９９９㎥

３０００～

４９９９㎥

５０００㎥～ 無回答

20.8

9.3

18.5

12.7

19.1

29.3

8.7

14.0

6.4

8.7

11.6

12.0

15.0

14.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

０～４９９㎥
５００～

９９９㎥

１０００～

１９９９㎥

２０００～

２９９９㎥
３０００～

４９９９㎥
５０００㎥～ 無回答

問１２ 水道メーターの検針は２か月ごとに行っています。貴事業所の最近２か月（１期分）の水道

使用水量は何㎥くらいですか。 

 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近２か月の水道使用水量について，「0～499㎥」との回答が 20.8％と最も高く，次いで「1000～

1999㎥」（19.1％），「500～999㎥」（18.5％）などの順となっている。 

経年比較すると，「1000～1999㎥」との回答は 2020年度調査で 19.1％となっており，2012年度調

査の 29.3％よりも，10.2 ポイント減少している。一方，「0～499 ㎥」との回答は 2020 年度調査で

20.8％となっており，2012年度調査の 9.3％よりも，11.5ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，製造業の 25％が水道使用水量は 3,000㎥以上と回答している。 
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1.7

39.9

32.7

31.2

47.3

27.2

17.3 2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

1.6 

15.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

35.9 

23.1 

24.2 

50.0 

48.3 

0.0 

85.7 

64.3 

37.5 

15.4 

36.4 

20.0 

37.9 

0.0 0.0 

21.4 

25.0 

46.2 

39.4 

30.0 

13.8 

100.0 

14.3 

14.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

1.7

39.9

32.7

31.2

47.3

27.2

17.3 2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

1.7

39.9

32.7

31.2

47.3

27.2

17.3 2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

問１３ 福山市では，前ページの料金表に基づき，水道料金・下水道使用料を請求しています。貴

事業所は水道料金・下水道使用料の金額について，どのように感じていますか。 

《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料に感じていることについて，「妥当な水準だと思う」との回答が 39.9％と

最も高く，次いで「高いと思う」（31.2％），「特に意識したことはない」（27.2％）などの順となって

いる。 

経年比較すると，「高いと思う」との回答は 2020年度調査で 31.2％となっており，2012年度調査

の 47.3％よりも，16.1 ポイント減少している。一方，「特に意識したことはない」との回答は 2020

年度調査で 27.2％となっており，2012年度調査の 17.3％よりも，9.9ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「妥当な水準だと思う」との回答はサービス業で約５割と高くなっている。 

 

 

  

※2012 年度調査では，「安いと思う」の回答は 0.0％ 
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5.6 

3.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 

41.7 

46.9 

51.5 

33.3 

27.3 

35.0 

11.1 

31.3 

30.3 

20.0 

54.5 

50.0 

41.7 

18.8 

18.2 

46.7 

18.2 

15.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

０～４９９㎥
(n=36)

５００～９９９㎥
(n=32)

１０００～１９９９㎥
(n=33)

２０００～２９９９㎥
(n=15)

３０００～４９９９㎥
(n=11)

５０００㎥～
(n=20)

(%)
0 20 40 60 80 100

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

1.7

39.9

32.7

31.2

47.3

27.2

17.3 2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

【使用水量別】 

 

使用水量別にみると，「高いと思う」との回答は 500～999 ㎥，1000～1999 ㎥で３割台と高くなっ

ている。 
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37.0

33.3

25.9

22.2

3.7

9.3

3.7

39.4

15.5

25.4

22.5

8.5

1.4

0 10 20 30 40 50 (%)

２０１２年度調査（n=71）

２０２０年度調査（n=54）

他都市の水道料金・下水道使用料と
くらべて高く思えるから

現在の上下水道サービスに対して，
水道料金・下水道使用料が高く思えるから

上下水道局の経営努力で
もっと安くなると思うから

電気やガスなど他の公共料金と
くらべて高く思えるから

水は豊富にあり，水の供給に対し
お金を払うことに抵抗を感じるから

その他

無回答

問１３で「３」と回答した事業所のみお答えください。 

問１３－１ 水道料金・下水道使用料が高いと思う理由は何ですか。《〇は３つまで》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料が高いと思う理由について，「上下水道局の経営努力でもっと安くなると

思うから」との回答が 37.0％と最も高く，次いで「他都市の水道料金・下水道使用料とくらべて高

く思えるから」（33.3％），「現在の上下水道サービスに対して，水道料金・下水道使用料が高く思え

るから」（25.9％）などの順となっている。 

経年比較すると，「他都市の水道料金・下水道使用料とくらべて高く思えるから」との回答は 2020

年度調査で 33.3％となっており，2012年度調査の 15.5％よりも，17.8ポイント増加している。 

 

【代表的なその他の意見】 

 

●使用量が多いため高額になるから。 

●下水道使用料の内訳（処理費用など）がわからないから。 

●料金制度（逓増制）に問題があると感じるから。 
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17.2 

46.2 

12.1 

40.0 

24.1 

0.0 

42.9 

50.0 

35.9 

30.8 

27.3 

50.0 

20.7 

100.0 

57.1 

28.6 

10.9 

15.4 

15.2 

0.0 

3.4 

0.0 0.0 

7.1 

21.9 

0.0 

6.1 

10.0 

20.7 

0.0 0.0 0.0 

1.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

7.1 

12.5 

7.7 

36.4 

0.0 

31.0 

0.0 0.0 

7.1 

0.0 0.0 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

良いと思う どちらかといえば良いと思う どちらかといえば良いと思わない 良いと思わない

その他 わからない 無回答

24.9 32.9 9.2 13.3 

1.2 

17.9 0.6 全体
(n=173) (%)

0 20 40 60 80 100

良いと思う どちらかといえば良いと思う どちらかといえば良いと思わない 良いと思わない

その他 わからない 無回答

問１４ 水道料金・下水道使用料は，使用水量が多くなればなるほど１㎥あたりの単価が高くなるよ

うな仕組み（逓増制）となっています。これは，主に店舗や工場などの大口使用者の水需要

の抑制，一般家庭などの小口使用者への配慮を目的としています。このような仕組みについ

てどのように感じていますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逓増制について，『良いと思う』（「良いと思う」と「どちらかといえば良いと思う」を合わせた割

合）（57.8％），『良いと思わない』（「どちらかといえば良いと思わない」と「良いと思わない」を合

わせた割合）（22.5％）となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，どの業種も『良いと思う』との回答が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『良いと思う』 『良いと思わない』 

『良いと思う』 『良いと思わない』 

24.9 32.9 9.2 13.3 

1.2 

17.9 0.6 全体
(n=173) (%)

0 20 40 60 80 100

良いと思う どちらかといえば良いと思う どちらかといえば良いと思わない

良いと思わない その他 わからない

無回答

24.9 32.9 9.2 13.3 

1.2 

17.9 0.6 全体
(n=173) (%)

0 20 40 60 80 100

良いと思う どちらかといえば良いと思う どちらかといえば良いと思わない

良いと思わない その他 わからない

無回答
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41.7 

15.6 

24.2 

13.3 

45.5 

15.0 

30.6 

37.5 

18.2 

66.7 

0.0 

45.0 

2.8 

12.5 

9.1 

6.7 

27.3 

10.0 

11.1 

9.4 

21.2 

6.7 

18.2 

10.0 

0.0 0.0 

3.0 

0.0 0.0 

5.0 

13.9 

25.0 

24.2 

6.7 

9.1 

15.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

０～４９９㎥
(n=36)

５００～９９９㎥
(n=32)

１０００～１９９９㎥
(n=33)

２０００～２９９９㎥
(n=15)

３０００～４９９９㎥
(n=11)

５０００㎥～
(n=20)

(%)
0 20 40 60 80 100

良いと思う どちらかといえば良いと思う どちらかといえば良いと思わない 良いと思わない

その他 わからない 無回答

 
【使用水量別】 

 

使用水量別にみると，『良いと思う』との回答は 0～499㎥で７割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【逓増制についての意見】 

 

逓増制について９件の意見が得られた。内容は次のとおりとなっている。 

 

●衛生的に食品を作るためにどうしても水量が増えるが商品の単価は上らない。 

●水は大切に使っていますが，大口使用者には安くして下さい。 

●各事業所の上水・下水の使用料を正確に反映頂きたい。 

●店舗や工場の大口使用者の抑制はそこで勤務する人や一般の人が利用する場合もあるため，どこ

で利用するかで料金が増加したりと負担が不公平になる場合もあると思う。 

●光熱費は経営を圧迫します。事業者は一所懸命です。 

●大口使用者のことにも配慮してほしい。 

●食品工場については水が絶対必要。料金の見直しを願う。 

●他にどのような制度があるのか知らない。 

●水資源は限られた資源で全市民に 100％行き渡らなければいけないという観点から逓増制も理解

は出来るが，大口使用者も使用量を抑える為の努力は当然行っている（雇用を維持する為事業を

存続させる為に身を切ったコスト削減を行っている現実）。よって，水の需要が逼迫しない時期も

しくは条件下では大口使用者に対する優遇処置を是非検討して欲しい。 

 

  

『良いと思う』 『良いと思わない』 

24.9 32.9 9.2 13.3 

1.2 

17.9 0.6 全体
(n=173) (%)

0 20 40 60 80 100

良いと思う どちらかといえば良いと思う どちらかといえば良いと思わない

良いと思わない その他 わからない

無回答
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問１５ ４ページの料金表のような，現在の従量料金・従量使用料の単価を見直すことになった場合，

どのように思われますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の従量料金・従量使用料の単価の見直しについて，「一定以上の水量を使用する場合は，別に

安い単価を設定してほしい」との回答が 43.9％と最も高く，次いで「最高単価と最低単価の差を小

さくしてほしい」（15.6％），「使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい」（5.2％）などの順とな

っている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「最高単価と最低単価の差を小さくしてほしい」との回答はサービス業で約３割，

「一定以上の水量を使用する場合は，別に安い単価を設定してほしい」との回答は製造業で約６割，

サービス業で約４割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.6 4.6 5.2 43.9 5.2 22.0 3.5 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

最高単価と最低単価の差を小さくしてほしい 最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい

使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい 一定以上の水量を使用する場合は，

別に安い単価を設定してほしい

その他

無回答

わからない

14.1 

15.4 

9.1 

10.0 

27.6 

0.0 

28.6 

14.3 

0.0 

23.1 

9.1 

10.0 

0.0 0.0 0.0 

7.1 

4.7 

0.0 

6.1 

0.0 

13.8 

0.0 0.0 0.0 

60.9 

23.1 

24.2 

40.0 

37.9 

0.0 

28.6 

57.1 

3.1 

15.4 

9.1 

0.0 

3.4 

0.0 

14.3 

0.0 

14.1 

23.1 

33.3 

30.0 

17.2 

100.0 

28.6 

21.4 

3.1 

0.0 

9.1 

10.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

最高単価と最低単価の差を小さくしてほしい 最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい

使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい 一定以上の水量を使用する場合は，

別に安い単価を設定してほしい

その他

無回答

わからない

15.6 4.6 5.2 43.9 5.2 22.0 3.5 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

最高単価と最低単価の差を

小さくしてほしい
最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい

使用水量に関わらず単価を

同じにしてほしい

一定以上の水量を使用する場合は，

別に安い単価を設定してほしい

無回答

その他 わからない

15.6 4.6 5.2 43.9 5.2 22.0 3.5 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

最高単価と最低単価の差を

小さくしてほしい
最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい

使用水量に関わらず単価を

同じにしてほしい

一定以上の水量を使用する場合は，

別に安い単価を設定してほしい

無回答

その他 わからない
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【使用水量別】 

 

使用水量別にみると，「最高単価と最低単価の差を小さくしてほしい」との回答は 500～999㎥で

３割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【代表的なその他の意見】 

 

●営利を目的としない法人は，別途料金設定をしてほしい。 

●現行のままでいい。 

●現行の水量区分でいいが，一律に安くしてほしい。 

 

【料金の単価についての意見】 

 

料金の単価について１件の意見が得られた。内容は次のとおりとなっている。 

 

●500㎥以降も範囲を設ければ良い。範囲によって金額が上がりすぎている。 

  

11.1 

31.3 

15.2 

13.3 

18.2 

10.0 

11.1 

0.0 0.0 0.0 

9.1 

0.0 

5.6 

6.3 

12.1 

0.0 

9.1 

0.0 

30.6 

46.9 

36.4 

46.7 

45.5 

75.0 

8.3 

0.0 

9.1 

6.7 

0.0 

10.0 

30.6 

15.6 

24.2 

26.7 

18.2 

0.0 

2.8 

0.0 

3.0 

6.7 

0.0 

5.0 

０～４９９㎥
(n=36)

５００～９９９㎥
(n=32)

１０００～１９９９㎥
(n=33)

２０００～２９９９㎥
(n=15)

３０００～４９９９㎥
(n=11)

５０００㎥～
(n=20)

(%)
0 20 40 60 80 100

最高単価と最低単価の差を小さくしてほしい 最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい

使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい 一定以上の水量を使用する場合は，

別に安い単価を設定してほしい

その他

無回答

わからない

15.6 4.6 5.2 43.9 5.2 22.0 3.5 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

最高単価と最低単価の差を

小さくしてほしい
最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい

使用水量に関わらず単価を

同じにしてほしい

一定以上の水量を使用する場合は，

別に安い単価を設定してほしい

無回答

その他 わからない
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56.6 12.7 11.6 19.1 

0.0 

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

64.1 

7.7 

45.5 

70.0 

65.5 

100.0 

71.4 

64.3 

4.7 

61.5 

9.1 

10.0 

13.8 

0.0 0.0 

14.3 

15.6 

15.4 

12.1 

10.0 

3.4 

0.0 

14.3 

0.0 

15.6 

15.4 

33.3 

10.0 

17.2 

0.0 

14.3 

21.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい わからない 無回答

問１６ 全国の多くの水道事業体では，水道メーターの口径が大きいほど基本料金が高くなるよう

に設定した「口径別料金体系」を採用しています。 

一方，福山市では，現在，水道メーターの大小に関わらず基本料金が同額になる料金体系

を採用しています。このような福山市の料金体系についてどのように感じますか。 

《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

口径別料金体系について，「今のままでよい」との回答が 56.6％と最も高く，次いで「口径別料金

体系の方がよい」（12.7％），「どちらでもよい」（11.6％）などの順となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「今のままでよい」との回答は製造業，サービス業で６割台半ばと高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.6 12.7 11.6 19.1 

0.0 

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい

わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

56.6 12.7 11.6 19.1 

0.0 

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい

わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100
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36.1 

56.3 

60.6 

66.7 

54.5 

90.0 

25.0 

21.9 

3.0 

6.7 

18.2 

0.0 

19.4 

9.4 

12.1 

13.3 

18.2 

0.0 

19.4 

12.5 

24.2 

13.3 

9.1 

10.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

０～４９９㎥
(n=36)

５００～９９９㎥
(n=32)

１０００～１９９９㎥
(n=33)

２０００～２９９９㎥
(n=15)

３０００～４９９９㎥
(n=11)

５０００㎥～
(n=20)

(%)
0 20 40 60 80 100

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい わからない 無回答

【使用水量別】 

 

使用水量別にみると，「口径別料金体系の方がよい」との回答は 0～499 ㎥，500～999㎥で２割台

と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

56.6 12.7 11.6 19.1 

0.0 

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい

わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100



 

 

31 

 

65.3 30.6 

2.0 

2.0 

特に不満に思うことはないから 水道メーターの口径が大きいため，

料金が高くなる可能性があるから

その他 無回答

全体
(n=98)

(%)
0 20 40 60 80 100

72.7 13.6 4.5 9.1 全体
(n=22)

(%)
0 20 40 60 80 100

水道メーターの口径が大きい使用者が

多くの料金を負担すべきだと思うから

多くの水道事業体で採用されているから

その他 無回答

72.7 13.6 4.5 9.1 全体
(n=22)

(%)
0 20 40 60 80 100

多くの水道事業体で採用されているから

その他 無回答

水道メーターの口径が大きい使用者が

多くの料金を負担すべきだと思うから

問１６で「１」と回答した事業所のみお答えください。 

問１６－１ 今のままでよいと思う理由は何ですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

今のままでよいと思う理由について，「特に不満に思うことはないから」（65.3％），「水道メーター

の口径が大きいため，料金が高くなる可能性があるから」（30.6％）となっている。 

 

【代表的なその他の意見】 

 

●使用水量と合わせた試算が困難になるから。 

●竣工時の想定水量から減少することがあるため。 

 

問１６で「２」と回答した事業所のみお答えください。 

問１６－２ 口径別料金体系の方がよいと思う理由は何ですか。《〇は１つ》 

 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

口径別料金体系の方がよいと思う理由について，「水道メーターの口径が大きい使用者が多くの料

金を負担すべきだと思うから」（72.7％），「多くの水道事業体で採用されているから」（13.6％）とな

っている。 

 

【代表的なその他の意見】 

 

●使用量の多少や有無に関わらず，維持自体にコストが発生している。大口径の使用者と基本料金

が同じなのはおかしい気がするため。 

 

  

65.3 30.6 

2.0 

2.0 

特に不満に思うことはないから

その他 無回答

水道メーターの口径が大きいため，

料金が高くなる可能性があるから

全体
(n=98)

(%)
0 20 40 60 80 100
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86.7 9.8 

2.3 

1.2 

口座振替 納付制 その他 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

8.7 

3.5 

86.7 

3.5 

0 20 40 60 80 100

クレジットカード

スマートフォン決済（ＰａｙＰａｙ，
ＬＩＮＥ Ｐａｙなど）

その他

特になし

無回答

(%)
(n=173)

86.7 9.8 

2.3 

1.2 

口座振替 納付制 その他 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１７ 貴事業所の水道料金・下水道使用料のお支払方法をお答えください。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料の支払方法について，「口座振替」（86.7％），「納付制」（9.8％）となって

いる。 

 

問１８ 水道料金・下水道使用料の新たな支払方法で希望するものがありますか。 

《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料の新たな支払方法について，「クレジットカード」（8.7％），「スマートフ

ォン決済（PayPay，LINE Payなど）」（3.5％）となっている。また，「特になし」との回答は 86.7％

となっている。 
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65.3 34.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

65.6 

76.9 

57.6 

80.0 

55.2 

0.0 

71.4 

78.6 

32.8 

23.1 

42.4 

20.0 

44.8 

100.0 

28.6 

21.4 

1.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

知っている 知らない 無回答

製造業

(n=64)

建設業

(n=13)

医療・福祉

(n=33)

卸売・小売業

(n=10)

サービス業

(n=29)

運輸・通信業

(n=1)

公共機関（医療・

福祉を除く）(n=7)

その他

(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

65.3 34.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

65.3 34.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

６ 施設の老朽化・更新について 

問１９ 水道施設や下水道施設の多くが老朽化の進行により更新時期を迎えていることをご存じで

すか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

水道施設や下水道施設が老朽化の進行により更新時期を迎えることについて，「知っている」

（65.3％），「知らない」（34.1％）となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「知っている」との回答は製造業で６割台半ばと高くなっている。 
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76.3 23.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

79.7 

76.9 

69.7 

90.0 

72.4 

0.0 

57.1 

85.7 

18.8 

23.1 

30.3 

10.0 

27.6 

100.0 

42.9 

14.3 

1.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

知っている 知らない 無回答

製造業

(n=64)

建設業

(n=13)

医療・福祉

(n=33)

卸売・小売業

(n=10)

サービス業

(n=29)

運輸・通信業

(n=1)

公共機関（医療・

福祉を除く）(n=7)

その他

(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

65.3 34.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

65.3 34.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

問２０ 水道施設や下水道施設の更新は，みなさまからいただいている水道料金と下水道使用料で賄

っていることをご存じですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

水道施設や下水道施設の更新は水道料金と下水道使用料で賄っていることについて，「知っている」

（76.3％），「知らない」（23.1％）となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「知っている」との回答は製造業で約８割と高くなっている。 
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45.7 23.7 4.0 10.4 15.0 1.2 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

料金の値上げはやむを得ない 借入金を増やしてでも，

料金の値上げ幅を小さくしてほしい
更新・耐震化を遅らせることで，

料金の値上げ幅を小さくしてほしい
その他

わからない 無回答

45.7 23.7 4.0 10.4 15.0 1.2 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

料金の値上げはやむを得ない 借入金を増やしてでも，

料金の値上げ幅は小さくしてほしい

更新・耐震化を遅らせることで，

料金の値上げ幅を小さくしてほしい
その他

わからない 無回答

45.7 23.7 4.0 10.4 15.0 1.2 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

料金の値上げはやむを得ない 借入金を増やしてでも，

料金の値上げ幅を小さくしてほしい
更新・耐震化を遅らせることで，

料金の値上げ幅を小さくしてほしい
その他

わからない 無回答

40.6 

76.9 

33.3 

60.0 

37.9 

0.0 

57.1 

71.4 

25.0 

0.0 

33.3 

10.0 

31.0 

0.0 

28.6 

14.3 

6.3 

7.7 

0.0 0.0 

3.4 

0.0 0.0 

7.1 

12.5 

7.7 

6.1 

10.0 

13.8 

0.0 0.0 

7.1 

14.1 

7.7 

24.2 

20.0 

13.8 

100.0 

14.3 

0.0 

1.6 

0.0 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

料金の値上げはやむを得ない 借入金を増やしてでも，

料金の値上げ幅は小さくしてほしい

更新・耐震化を遅らせることで，

料金の値上げ幅を小さくしてほしい
その他

わからない 無回答

問２１ 水道施設や下水道施設の更新・耐震化を着実に実施するため，将来，水道料金及び下水道使

用料の値上げが必要となった場合，どのように思われますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金及び下水道使用料の値上げが必要となった場合について，「料金の値上げはやむを得ない」

との回答が 45.7％と最も高く，次いで「借入金を増やしてでも，料金の値上げ幅を小さくしてほし

い」（23.7％），「更新・耐震化を遅らせることで，料金の値上げ幅を小さくしてほしい」（4.0％）な

どの順となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「料金の値上げはやむを得ない」との回答は製造業で約４割と高くなっている。 
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【代表的なその他の意見】 

 

●コスト削減，職員給与の見直しなど経営努力で値上げしないようにしてほしい。 

●水は生活・生産活動の根幹に関わるので，他の財源を充当してほしい。 

●値上げをしない方法を探すべき。 
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6.9 18.5 5.8 59.5 7.5 1.7 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っており，内容も理解している 知っており，今後は内容を

理解しようと思っている

知ってはいるが，内容までは

理解しようとは思わない
知らなかったが，今後は

内容を理解しようと思った

知らないし，内容も理解したいとは思わない 無回答

6.9 18.5 5.8 59.5 7.5 1.7 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っており，内容も理解している 知っており，今後は内容を

理解しようと思っている

知ってはいるが，内容までは

理解しようとは思わない

知らなかったが，今後は

内容を理解しようと思った

知らないし，内容も理解したいとは思わない 無回答

4.7 

7.7 

0.0 

30.0 

3.4 

0.0 

28.6 

7.1 

14.1 

30.8 

18.2 

10.0 

24.1 

0.0 

28.6 

21.4 

10.9 

7.7 

3.0 

0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

59.4 

46.2 

69.7 

50.0 

58.6 

100.0 

42.9 

64.3 

7.8 

7.7 

9.1 

10.0 

10.3 

0.0 0.0 0.0 

3.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

7.1 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っており，内容も理解している 知っており，今後は内容を

理解しようと思っている

知ってはいるが，内容までは

理解しようとは思わない
知らなかったが，今後は

内容を理解しようと思った

知らないし，内容も理解したいとは思わない 無回答

6.9 18.5 5.8 59.5 7.5 1.7 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っており，内容も理解している 知っており，今後は内容を

理解しようと思っている

知ってはいるが，内容までは

理解しようとは思わない

知らなかったが，今後は

内容を理解しようと思った

知らないし，内容も理解したいとは思わない 無回答

７ 広域連携について 

問２２ 水道事業の「広域連携」の検討・議論が行われてきたことについて，貴事業所の状況に最も

近いと思われるものをお答えください。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広域連携」の検討・議論について，「知らなかったが，今後は内容を理解しようと思った」との

回答が 59.5％と最も高く，次いで「知っており，今後は内容を理解しようと思っている」（18.5％），

「知らないし，内容も理解したいとは思わない」（7.5％）などの順となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，どの業種も「知らなかったが，今後は内容を理解しようと思った」との回答が高

くなっている。 
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23.7 34.1 

2.3 

38.2 1.7 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

将来的には，県内水道事業の

統合に参加するべきだと思う

統合へは参加せず，このまま

単独経営を続けていけばよいと思う

その他 わからない

無回答

23.7 34.1 

2.3 

38.2 1.7 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

将来的には，県内水道事業の

統合に参加するべきだと思う

統合へは参加せずに，このまま

単独経営を続けていけばよいと思う

その他 わからない

無回答

23.7 34.1 

2.3 

38.2 1.7 全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

将来的には，県内水道事業の

統合に参加するべきだと思う

統合へは参加せず，このまま

単独経営を続けていけばよいと思う

その他 わからない

無回答

17.2 

30.8 

24.2 

20.0 

20.7 

0.0 

42.9 

50.0 

37.5 

38.5 

27.3 

30.0 

34.5 

0.0 

28.6 

28.6 

1.6 

15.4 

0.0 0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

40.6 

7.7 

48.5 

50.0 

41.4 

100.0 

28.6 

21.4 

3.1 

7.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

将来的には，県内水道事業の

統合に参加するべきだと思う

統合へは参加せずに，このまま

単独経営を続けていけばよいと思う

その他 わからない

無回答

問２３ 広島県の「方針」を受け，福山市としては，水道施設の整備水準は全国的にも高いレベルを

維持しつつ，健全な経営を維持していることから，単独経営を維持する「統合以外の連携」を

選択しました。このような広域連携に対する福山市の考えについて，どのように思われます

か。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域連携に対する福山市の考えについて，「統合へは参加せず，このまま単独経営を続けていけば

よいと思う」（34.1％），「将来的には，県内水道事業の統合に参加するべきだと思う」（23.7％）とな

っている。また，「わからない」との回答は 38.2％となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「統合へは参加せず，このまま単独経営を続けていけばよいと思う」との回答は

製造業で約４割と高くなっている。 
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【代表的なその他の意見】 

 

●今後も福山市上下水道局で経営すべき。 

●料金値上げにつながることのないようにすればいい。 

●状況に応じて，臨機応変に判断すべき。 

 

【広域連携についての意見】 

 

広域連携について１件の意見が得られた。内容は次のとおりとなっている。 

 

●コンセッション方式による民間企業への委託が問題である。民間なら利益追求が求められ，株主

への配当が必要であり水道料金は上がるがサービスは低下。今の郵政民営化や電力の解体と同様

日本国民には害である。水男爵と呼ばれるヴェオリア，スエズ，テムズウォーターの息のかかっ

た民間にでも委託すれば必ずサービスは低下。しかも災害でインフラが破壊された時の復旧義務

は民間にはないと決めているのでは。 
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49.1 

43.9 

41.6 

17.9 

17.9 

15.6 

11.0 

9.2 

6.4 

22.5 

4.0 

0 20 40 60

給水車を保有していること

水道管・下水道管を耐震化していること

浄水場や雨水ポンプ所などの
施設を耐震化していること

災害用備蓄水を製造・備蓄していること

他市などと災害時応援協定を締結していること

広域避難場所にマンホールトイレが
設置できるよう整備していること

配水池に緊急遮断弁を設置していること

災害に備えて，局職員・業者・関係団体
などが定期的に訓練していること

大雨による浸水被害を軽減するため，止水板の設置等に
必要な経費の一部を補助する制度を設けていること

知っているものはない

無回答

(%)
(n=173)

８ 災害への備えについて 

問２４ 上下水道局では，万一の災害に備えて，様々な対策や取組を行っています。上下水道局が行

っている対策や取組で，知っているものをお答えください。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道局が行っている対策や取組で知っているものについて，「給水車を保有していること」と

の回答が 49.1％と最も高く，次いで「水道管・下水道管を耐震化していること」（43.9％），「浄水場

や雨水ポンプ所などの施設を耐震化していること」（41.6％）などの順となっている。また，「知って

いるものはない」との回答は 22.5％となっている。 
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77.5 

34.7 

30.6 

28.3 

10.4 

9.8 

6.9 

6.4 

5.8 

5.8 

4.6 

4.6 

2.9 

1.7 

1.7 

6.9 

4.0 

0 20 40 60 80

安定した給水

水道水の水質

水源水質の保全

水道・下水道を使っていて
特に問題ないこと

道路上の漏水の応急対応など

地震や渇水などの災害対策

下水道の整備状況

職員の応対

水道・下水道施設の更新状況

お客さまへのサービス

水道料金・下水道使用料

浸水対策

効率的な事業運営

水道・下水道に関する
情報提供やイベント

環境対策への取組

その他

特になし

無回答

(%)
(n=173)

９ 上下水道局が行っている事業・サービスについて 

問２５ 上下水道局の取組やサービスについて，満足していただいている点はどのようなことです

か。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足している上下水道局の取組やサービスについて，「安定した給水」との回答が 77.5％と最も高

く，次いで「水道水の水質」（34.7％），「水源水質の保全」（30.6％）などの順となっている。 
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（％）

水
源
水
質
の
保
全

水
道
水
の
水
質

安
定
し
た
給
水

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料 水
道
・
下
水
道
施
設
の
更

新
状
況

下
水
道
の
整
備
状
況

地
震
や
渇
水
な
ど
の
災
害

対
策

浸
水
対
策

効
率
的
な
事
業
運
営

30.6 34.7 77.5 4.6 5.8 6.9 9.8 4.6 2.9

製造業(n=64) 23.4 39.1 79.7 - - 1.6 6.3 - 4.7

建設業(n=13) 23.1 38.5 84.6 7.7 15.4 30.8 7.7 7.7 -

医療・福祉(n=33) 39.4 33.3 75.8 3.0 3.0 9.1 12.1 6.1 -

卸売・小売業(n=10) 30.0 30.0 80.0 10.0 10.0 10.0 - 10.0 -

サービス業(n=29) 41.4 31.0 72.4 10.3 6.9 6.9 13.8 6.9 6.9

運輸・通信業(n=1) 100.0 - - - - - - - -

公共機関(n=7) 14.3 28.6 85.7 - - - - - -

その他(n=14) 35.7 35.7 78.6 14.3 28.6 7.1 28.6 14.3 -

道
路
上
の
漏
水
の
応
急
対

応
な
ど

お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス

職
員
の
応
対

水
道
・
下
水
道
に
関
す
る

情
報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト

環
境
対
策
へ
の
取
組

水
道
・
下
水
道
を
使
っ

て

い
て
特
に
問
題
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

10.4 5.8 6.4 1.7 1.7 28.3 - 6.9 4.0

製造業(n=64) 6.3 6.3 10.9 3.1 - 28.1 - 4.7 1.6

建設業(n=13) 23.1 15.4 15.4 - 7.7 30.8 - - -

医療・福祉(n=33) 12.1 - - - - 21.2 - 21.2 3.0

卸売・小売業(n=10) 20.0 10.0 - - - 60.0 - - 10.0

サービス業(n=29) 6.9 6.9 3.4 - 3.4 27.6 - 3.4 3.4

運輸・通信業(n=1) - - - - - - - - -

公共機関(n=7) - - - - - 42.9 - - -

その他(n=14) 21.4 7.1 7.1 7.1 7.1 21.4 - 7.1 14.3

業
種
別

業
種
別

全　体(n=173)

全　体(n=173)

【業種別】 

 

業種別にみると，「水源水質の保全」との回答は医療・福祉，サービス業で４割前後と高くなって

いる。 
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12.7 

11.0 

10.4 

6.9 

4.6 

3.5 

3.5 

2.9 

2.9 

2.9 

2.9 

2.3 

1.2 

0.6 

1.2 

52.6 

7.5 

0 20 40 60

水道料金・下水道使用料

下水道の整備状況

浸水対策

水道水の水質

水道・下水道施設の更新状況

道路上の漏水の応急対応など

職員の応対

水源水質の保全

地震や渇水などの災害対策

お客さまへのサービス

水道・下水道に関する
情報提供やイベント

効率的な事業運営

環境対策への取組

安定した給水

その他

特になし

無回答

(%)
(n=173)

問２６ 上下水道局の取組やサービスについて，ご不満な点はどのようなことですか。 

《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不満な上下水道局の取組やサービスについて，「水道料金・下水道使用料」との回答が 12.7％と高

く，次いで「下水道の整備状況」（11.0％），「浸水対策」（10.4％）などの順となっている。また，「特

になし」との回答は 52.6％となっている。 
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（％）

水
源
水
質
の
保
全

水
道
水
の
水
質

安
定
し
た
給
水

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料 水
道
・
下
水
道
施
設
の
更

新
状
況

下
水
道
の
整
備
状
況

地
震
や
渇
水
な
ど
の
災
害

対
策

浸
水
対
策

効
率
的
な
事
業
運
営

2.9 6.9 0.6 12.7 4.6 11.0 2.9 10.4 2.3

製造業(n=64) 4.7 6.3 - 15.6 4.7 3.1 1.6 7.8 1.6

建設業(n=13) 7.7 15.4 7.7 - 7.7 15.4 - 7.7 7.7

医療・福祉(n=33) - 3.0 - 18.2 6.1 21.2 3.0 18.2 -

卸売・小売業(n=10) - 10.0 - - 10.0 10.0 10.0 10.0 -

サービス業(n=29) 3.4 10.3 - 17.2 - 13.8 3.4 13.8 -

運輸・通信業(n=1) - - - - - - - - -

公共機関(n=7) - - - - - - - - -

その他(n=14) - 7.1 - 7.1 7.1 21.4 7.1 - 7.1

道
路
上
の
漏
水
の
応
急
対

応
な
ど

お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス

職
員
の
応
対

水
道
・
下
水
道
に
関
す
る

情
報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト

環
境
対
策
へ
の
取
組

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

3.5 2.9 3.5 2.9 1.2 1.2 52.6 7.5

製造業(n=64) - - - - - - 57.8 4.7

建設業(n=13) 7.7 - 7.7 7.7 7.7 - 46.2 -

医療・福祉(n=33) 3.0 6.1 6.1 9.1 - - 57.6 9.1

卸売・小売業(n=10) - 10.0 10.0 10.0 - - 40.0 10.0

サービス業(n=29) 6.9 3.4 3.4 - - 3.4 37.9 13.8

運輸・通信業(n=1) - - - - - - 100.0 -

公共機関(n=7) - - - - - - 100.0 -

その他(n=14) 7.1 - - - - - 35.7 14.3

全　体(n=173)

業
種
別

全　体(n=173)

業
種
別

【業種別】 

 

業種別にみると，「下水道の整備状況」との回答は医療・福祉で２割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【代表的なその他の意見】 

 

●局の安全管理に問題あり。局側は一切責任をとらず，他者に責任を押し付けることがある。 
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23.7

21.3

26.6

37.3

5.2

3.3

2.9

2.0

0.6

2.0

36.4

32.0

4.6

2.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

良かった（満足） どちらかといえば良かった

どちらかといえば良くなかった 良くなかった（不満）

その他 職員と応対したことがない

無回答

23.7

21.3

26.6

37.3

5.2

3.3

2.9

2.0

0.6

2.0

36.4

32.0

4.6

2.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

良かった（満足） どちらかといえば良かった

どちらかといえば良くなかった 良くなかった（不満）

その他 職員と応対したことがない

無回答

問２７ 上下水道局職員の電話や窓口等での応対について，貴事業所で実際に感じている印象（満足

の程度）をお聞かせください。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

上下水道局職員に対しての満足度について，『満足している』（「良かった（満足）」と「どちらかと

いえば良かった」を合わせた割合）（50.3％），『不満である』（「どちらかといえば良くなかった」と

「良くなかった（不満）」を合わせた割合）（8.1％）となっている。また，「職員と応対したことがな

い」との回答は 36.4％となっている。 

経年比較すると，『満足している』との回答は 2020年度調査で 50.3％となっており，2012年度調

査の 58.6％よりも，8.3ポイント減少している。 

 

  

『満足している』 『不満である』 
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25.0 

30.8 

15.2 

10.0 

31.0 

0.0 

42.9 

21.4 

31.3 

38.5 

18.2 

30.0 

20.7 

0.0 

14.3 

35.7 

4.7 

7.7 

3.0 

10.0 

10.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

6.1 

10.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

1.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

35.9 

15.4 

51.5 

30.0 

31.0 

100.0 

42.9 

28.6 

1.6 

7.7 

6.1 

10.0 

3.4 

0.0 0.0 

14.3 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

良かった（満足） どちらかといえば良かった

どちらかといえば良くなかった 良くなかった（不満）

その他 職員と応対したことがない

無回答

『満足している』 『不満である』 

23.7

21.3

26.6

37.3

5.2

3.3

2.9

2.0

0.6

2.0

36.4

32.0

4.6

2.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

良かった（満足） どちらかといえば良かった

どちらかといえば良くなかった 良くなかった（不満）

その他 職員と応対したことがない

無回答

【業種別】 

 

業種別にみると，『満足している』との回答は製造業，サービス業で５割以上と高くなっている。 
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15.6 

38.5 

9.1 

10.0 

17.2 

0.0 

42.9 

21.4 

28.1 

30.8 

21.2 

40.0 

24.1 

0.0 

28.6 

28.6 

51.6 

30.8 

54.5 

30.0 

48.3 

100.0 

28.6 

35.7 

3.1 

0.0 0.0 0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

6.1 

10.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

1.6 

0.0 

9.1 

10.0 

3.4 

0.0 0.0 

14.3 

満足している どちらかといえば満足 ふつう やや不満 不満 無回答

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

17.3

19.3

27.2

56.0

46.2

1.7

22.0

2.9

2.0

4.6

0.7
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

満足している どちらかといえば満足 ふつう やや不満 不満 無回答

※「ふつう」は前回調査なし

問２８ 貴事業所では，上下水道局の取組やサービスについて，全体としてどのくらい満足されてい

ますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの満足度について，『満足している』（「満足している」と「ど

ちらかといえば満足」を合わせた割合）（44.5％），『不満である』（「やや不満」と「不満」を合わせ

た割合）（4.6％）となっている。また，「ふつう」との回答は 46.2％となっている。 

経年比較すると，『不満である』との回答は 2020 年度調査で 4.6％となっており，2012 年度調査

の 24.0％よりも，19.4ポイント減少している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，『満足している』との回答は製造業，サービス業で４割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『満足している』 『不満である』 

『満足している』 『不満である』 

※「ふつう」は，2012 年度調査にはない 

17.3

19.3

27.2

56.0

46.2

1.7

22.0

2.9

2.0

4.6

0.7
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

満足している どちらかといえば満足 ふつう

やや不満 不満 無回答

※「ふつう」は，２０１２年度調査にはない

17.3

19.3

27.2

56.0

46.2

1.7

22.0

2.9

2.0

4.6

0.7
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

満足している どちらかといえば満足 ふつう

やや不満 不満 無回答

※「ふつう」は，２０１２年度調査にはない
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42.2

40.5

60.7

49.7

54.3

32.9

0.6

1.2

0.6

6.9

5.2

5.2

(%)
0 20 40 60 80 100

安心して飲める良質な水の供給(n=173)

断水のない，水道水の安定した供給(n=173)

災害に強い水道づくり(n=173)

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

39.3

64.7

61.8

49.1

27.2

27.2

1.7

1.2

2.9

4.0

2.3

2.9

5.8

4.6

5.2

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

公共下水道の整備(n=173)

大雨などに対する浸水対策(n=173)

災害に強い下水道づくり(n=173)

問２９ 上下水道局の今後の事業経営の効率的な推進にあたり，どのような事業やサービスの向上に

力を入れていくべきだと思いますか。《(１)～(１２)各項目〇は１つ》 

 

【水道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの水道の項目について，「もっと力を入れていくべき」との

回答は「災害に強い水道づくり」で 60.7％と最も高く，次いで「安心して飲める良質な水の供給」

（42.2％），「断水のない，水道水の安定した供給」（40.5％）の順となっている。 

 

【下水道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの下水道の項目について，「もっと力を入れていくべき」と

の回答は「大雨などに対する浸水対策」で 64.7％と最も高く，次いで「災害に強い下水道づくり」

（61.8％），「公共下水道の整備」（39.3％）の順となっている。 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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22.0

20.2

28.9

13.3

45.7

37.0

51.4

62.4

63.0

56.6

45.1

49.7

13.3

7.5

0.6

17.9

1.2

3.5

6.4

2.3

2.3

5.2

4.0

2.9

6.9

7.5

5.2

6.9

4.0

6.9

(%)
0 20 40 60 80 100

環境に配慮した取組(n=173)

上下水道サービスの向上(n=173)

利用者への十分なお知らせ，情報提供(n=173)

道路上での漏水など応急対応(n=173)

利用者に親しみやすい上下水道づくり(n=173)

持続可能な経営基盤の確立(n=173)

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

【水道・下水道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの水道・下水道の項目について，「もっと力を入れていくべ

き」との回答は「持続可能な経営基盤の確立」で 45.7％と最も高く，次いで「環境に配慮した取組」

（37.0％），「道路上での漏水など応急対応」（28.9％）などの順となっている。また，「あまり重要で

はない」との回答は「利用者に親しみやすい上下水道づくり」で 17.9％と最も高く，次いで「上下

水道サービスの向上」（13.3％），「利用者への十分なお知らせ，情報提供」（7.5％）などの順となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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39.1 

38.5 

54.5 

50.0 

34.5 

100.0 

57.1 

28.6 

54.7 

53.8 

39.4 

30.0 

65.5 

0.0 

42.9 

35.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.6 

0.0 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

4.7 

7.7 

3.0 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

35.7 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

42.2

57.3

49.7

39.3

1.2

2.0

6.9

1.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（１）安心して飲める良質な水の供給 

 

 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して飲める良質な水の供給について，「今のままで良い」（49.7％）と「もっと力を入れていく

べき」（42.2％）がほぼ同じ割合となっている。 

経年比較すると，「もっと力を入れていくべき」との回答は 2020年度調査で 42.2％となっており，

2012 年度調査の 57.3％よりも，15.1 ポイント減少している。一方，「今のままで良い」との回答は

2020年度調査で 49.7％となっており，2012年度調査の 39.3％よりも，10.4ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉で５割台半ばと高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※「あまり重要ではない」の回答なし 
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39.1 

38.5 

51.5 

60.0 

17.2 

100.0 

57.1 

42.9 

56.3 

53.8 

45.5 

30.0 

79.3 

0.0 

42.9 

42.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

4.7 

7.7 

3.0 

10.0 

3.4 

0.0 0.0 

14.3 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（２）断水のない，水道水の安定した供給 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断水のない，水道水の安定した供給について，「今のままで良い」（54.3％）が最も高く，次いで「も

っと力を入れていくべき」（40.5％）となっている。 

経年比較すると，「もっと力を入れていくべき」との回答は 2020年度調査で 40.5％となっており，

2012 年度調査の 34.0％よりも，6.5 ポイント増加している。一方，「今のままで良い」との回答は

2020 年度調査で 54.3％となっており，2012 年度調査の 62.0％よりも，7.7 ポイント減少している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉で５割超，「今のままで良い」

との回答はサービス業で約８割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※2020 年度調査は，「あまり重要ではない」，「わからない」の回答なし 

※2012 年度調査は，「あまり重要ではない」の回答なし 
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53.1 

61.5 

69.7 

70.0 

58.6 

100.0 

57.1 

64.3 

42.2 

30.8 

27.3 

20.0 

34.5 

0.0 

42.9 

14.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

4.7 

7.7 

3.0 

10.0 

0.0 0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

60.7

56.0

32.9

37.3

0.6

0.7

0.6

4.0

5.2

2.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（３）災害に強い水道づくり 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に強い水道づくりについて，「もっと力を入れていくべき」（60.7％）が最も高く，次いで「今

のままで良い」（32.9％）となっている。 

経年比較すると，大きな差はみられない。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，すべての業種で「もっと力を入れていくべき」との回答が５割以上と高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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39.3

42.7

49.1

42.7

1.7

2.7

4.0

8.0

5.8

4.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

25.0 

61.5 

45.5 

70.0 

37.9 

0.0 

42.9 

50.0 

62.5 

30.8 

42.4 

20.0 

58.6 

100.0 

57.1 

21.4 

0.0 

7.7 

3.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

6.3 

0.0 

6.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 

7.1 

6.3 

0.0 

3.0 

10.0 

3.4 

0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（４）公共下水道の整備 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共下水道の整備について，「今のままで良い」（49.1％）が最も高く，次いで「もっと力を入れて

いくべき」（39.3％）となっている。 

経年比較すると，「今のままで良い」との回答は 2020年度調査で 49.1％となっており，2012年度

調査の 42.7％よりも，6.4ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「今のままで良い」との回答は製造業で６割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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34.9 

47.1 

61.5 

38.5 

42.9 

50.0 

51.4 

47.1 

38.5 

46.2 

57.1 

40.0 

1.8 

5.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 

3.7 

0.0 0.0 

15.4 

0.0 

10.0 

8.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

福山地区

(n=109)

東部地区

(n=17)

西部（松永）地区

(n=13)

北部地区

(n=13)

沼隈・内海地区

(n=7)

神辺地区

(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

【所在地区別】 

 

所在地区別にみると，「今のままで良い」との回答は福山地区で５割超となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  
40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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56.3 

76.9 

72.7 

70.0 

69.0 

100.0 

57.1 

57.1 

32.8 

23.1 

21.2 

20.0 

27.6 

0.0 

42.9 

21.4 

3.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.1 

0.0 

3.0 

0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

4.7 

0.0 

3.0 

10.0 

0.0 0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

64.7

58.0

27.2

28.7

1.2

4.0

2.3

7.3

4.6

2.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（５）大雨などに対する浸水対策 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨などに対する浸水対策について，「もっと力を入れていくべき」（64.7％）が最も高く，次いで

「今のままで良い」（27.2％）となっている。 

経年比較すると，「もっと力を入れていくべき」との回答は 2020年度調査で 64.7％となっており，

2012年度調査の 58.0％よりも，6.7ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，すべての業種で「もっと力を入れていくべき」との回答が５割以上と高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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61.5 

70.6 

76.9 

61.5 

71.4 

80.0 

28.4 

29.4 

23.1 

30.8 

28.6 

10.0 

0.9 

0.0 0.0 

7.7 

0.0 0.0 

2.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 

10.0 

6.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

福山地区

(n=109)

東部地区

(n=17)

西部（松永）地区

(n=13)

北部地区

(n=13)

沼隈・内海地区

(n=7)

神辺地区

(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

【所在地区別】 

 

所在地区別にみると，「もっと力を入れていくべき」との回答はすべての地区で６割以上と高くな

っている。 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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57.8 

69.2 

63.6 

60.0 

62.1 

100.0 

57.1 

64.3 

28.1 

30.8 

27.3 

20.0 

31.0 

0.0 

42.9 

14.3 

4.7 

0.0 

3.0 

0.0 

3.4 

0.0 0.0 0.0 

3.1 

0.0 

3.0 

0.0 

3.4 

0.0 0.0 

7.1 

6.3 

0.0 

3.0 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

14.3 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

61.8

59.3

27.2

27.3

2.9

2.0

2.9

9.3

5.2

2.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（６）災害に強い下水道づくり 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

災害に強い下水道づくりについて，「もっと力を入れていくべき」（61.8％）が最も高く，次いで

「今のままで良い」（27.2％）となっている。 

経年比較すると，大きな差はみられない。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，すべての業種で６割近くが「もっと力を入れていくべき」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答



 

 

58 

 

20.3 

38.5 

24.2 

10.0 

17.2 

0.0 

14.3 

21.4 

50.0 

23.1 

51.5 

70.0 

62.1 

100.0 

57.1 

50.0 

18.8 

15.4 

12.1 

0.0 

13.8 

0.0 

14.3 

0.0 

6.3 

7.7 

6.1 

0.0 

6.9 

0.0 

14.3 

7.1 

4.7 

15.4 

6.1 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

22.0

17.3

51.4

60.7

13.3

12.7

6.4

6.0

6.9

3.3
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（７）上下水道サービスの向上 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道サービスの向上について，「今のままで良い」（51.4％）が最も高く，次いで「もっと力を

入れていくべき」（22.0％）となっている。 

経年比較すると，「今のままで良い」との回答は 2020年度調査で 51.4％となっており，2012年度

調査の 60.7％よりも，9.3ポイント減少している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉で 24.2％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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17.2 

38.5 

21.2 

10.0 

20.7 

0.0 

14.3 

21.4 

62.5 

53.8 

66.7 

70.0 

62.1 

100.0 

71.4 

50.0 

12.5 

0.0 

3.0 

0.0 

13.8 

0.0 0.0 0.0 

1.6 

0.0 

3.0 

0.0 0.0 0.0 

14.3 

7.1 

6.3 

7.7 

6.1 

20.0 

3.4 

0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

20.2

20.7

62.4

58.7

7.5

12.7

2.3

6.0

7.5

2.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（８）利用者への十分なお知らせ，情報提供 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者への十分なお知らせ，情報提供について，「今のままで良い」（62.4％）が最も高く，次いで

「もっと力を入れていくべき」（20.2％）となっている。 

経年比較すると，「あまり重要ではない」との回答は 2020年度調査で 7.5％となっており，2012年

度調査の 12.7％よりも，5.2ポイント減少している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉，サービス業で２割台と高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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28.9 63.0

0.6 2.3

5.2
全体

(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（９）道路上での漏水など応急対応 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

道路上での漏水など応急対応について，「今のままで良い」（63.0％）が最も高く，次いで「もっと

力を入れていくべき」（28.9％）となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「今のままで良い」との回答は製造業で約７割，医療・福祉，サービス業で６割

超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.3 

38.5 

30.3 

40.0 

34.5 

100.0 

42.9 

21.4 

70.3 

53.8 

60.6 

50.0 

65.5 

0.0 

57.1 

57.1 

1.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.1 

0.0 

6.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

4.7 

7.7 

3.0 

10.0 

0.0 0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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13.3

10.0

56.6

58.0

17.9

23.3

5.2

6.0

6.9

2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

9.4 

30.8 

18.2 

10.0 

6.9 

0.0 

14.3 

14.3 

53.1 

46.2 

54.5 

70.0 

65.5 

100.0 

71.4 

57.1 

25.0 

15.4 

12.1 

0.0 

27.6 

0.0 0.0 0.0 

6.3 

0.0 

9.1 

0.0 0.0 0.0 

14.3 

7.1 

6.3 

7.7 

6.1 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（１０）利用者に親しみやすい上下水道づくり 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者に親しみやすい上下水道づくりについて，「今のままで良い」（56.6％）が最も高く，次いで

「あまり重要ではない」（17.9％）となっている。 

経年比較すると，「あまり重要ではない」との回答は 2020 年度調査で 17.9％となっており，2012

年度調査の 23.3％よりも，5.4ポイント減少している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「あまり重要ではない」との回答は製造業，サービス業で２割台半ばと高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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45.7

72.0

45.1

22.7

1.2

0.7

4.0

3.3

4.0

1.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

43.8 

38.5 

45.5 

60.0 

41.4 

100.0 

42.9 

57.1 

46.9 

46.2 

48.5 

30.0 

51.7 

0.0 

42.9 

28.6 

3.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.1 

7.7 

3.0 

0.0 

6.9 

0.0 

14.3 

0.0 

3.1 

7.7 

3.0 

10.0 

0.0 0.0 0.0 

14.3 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（１１）持続可能な経営基盤の確立 

（※2012年度調査では「経費の節減など経営の効率化」で質問） 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な経営基盤の確立について，「もっと力を入れていくべき」（45.7％）と「今のままで良い」

（45.1％）がほぼ同じ割合となっている。 

経年比較すると，「もっと力を入れていくべき」との回答は 2020年度調査で 45.7％となっており，

2012 年度調査の 72.0％よりも，26.3 ポイント減少している。一方，「今のままで良い」との回答は

2020年度調査で 45.1％となっており，2012年度調査の 22.7％よりも，22.4ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉で 45.5％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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31.3 

38.5 

42.4 

50.0 

31.0 

100.0 

42.9 

42.9 

54.7 

53.8 

45.5 

30.0 

58.6 

0.0 

57.1 

28.6 

4.7 

0.0 

3.0 

0.0 

6.9 

0.0 0.0 0.0 

3.1 

0.0 

3.0 

0.0 

3.4 

0.0 0.0 

7.1 

6.3 

7.7 

6.1 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

21.4 

製造業
(n=64)

建設業
(n=13)

医療・福祉
(n=33)

卸売・小売業
(n=10)

サービス業
(n=29)

運輸・通信業
(n=1)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=7)

その他
(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

37.0

54.0

49.7

37.3

3.5

3.3

2.9

3.3

6.9

2.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない わからない 無回答

（１２）環境に配慮した取組 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境に配慮した取組について，「今のままで良い」（49.7％）が最も高く，次いで「もっと力を入れ

ていくべき」（37.0％）となっている。 

経年比較すると，「もっと力を入れていくべき」との回答は 2020年度調査で 37.0％となっており，

2012 年度調査の 54.0％よりも，17.0 ポイント減少している。一方，「今のままで良い」との回答は

2020年度調査で 49.7％となっており，2012年度調査の 37.3％よりも，12.4ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると，「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉で４割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答



 

 

64 

 

Ⅳ 自由意見 

問３０ 福山市上下水道局に対してのご意見・ご要望などがありましたら，自由にご記入ください。 

 

すべての意見は次のとおりとなっている。 

 

１ 水道水の水質について 

１ 
工業用水の水質改善にも力を入れて欲しい。近年，夏場藻の含有が多くなってきています。貯

水池，送水配管清掃，更新で水質改善をお願いします。（製造業） 

 

２ 水道料金・下水道使用料について 

１ 使用料金の請求を２か月に１回より毎月請求にすることも考えて欲しい。（製造業） 

２ 

運用・管理面の見直しで値上げをしない努力もしていただきたい。どうしても値上げが必要な

場合は，料金体系を変えて何がどのように値上げされたか分からなくするのではなく，今の体

系のままで私たちにもよく分かるように値上げを考えていただきたい。 

（サービス業） 

 

３ 水道水の供給について 

１ 

いつもありがとうございます。大きな断水もなく，安定した供給が行われており，安心感があ

ります。災害の際，この供給がどうなるのか，途絶えてしまうことがあるのか，という懸念は

あります。当院は医療機関であるため，多くの水を必要としています。給水タンクだけでは足

りなくなると思います。いかに水を確保していくかが課題と感じております。（医療・福祉） 

２ 引き続き安全な水道水の供給を宜しくお願い致します。（サービス業） 

３ 
いつもお世話になっております。安定した水の供給を今後ともお願いいたします。 

（製造業） 

４ いつも安全・安心な水を供給していただきありがとうございます。（製造業） 

５ 特にありませんが，これからも良質な水の安定供給をお願い致します。（製造業） 

 

４ 下水道について 

１ 下水道整備を早くして欲しい。（医療・福祉） 

２ 東村町への下水道整備。（その他） 

３ 

城見町のファミリーマート前の横断歩道あたりまたその周辺は，少し強い雨が降っただけで

水たまりができ，歩行するのが困難になります。雨水がスムーズに下水に流れるようにしても

らえたらと思います。（サービス業） 
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５ 職員の対応，局の運営について 

１ 常に，利用者の立場を十分に理解した事業経営に徹すること。（その他） 

２ 
災害時の対応などの強化をより一層お願いします。それ以外は現状で良いと思います。 

（サービス業） 

３ 

外国企業への委託だけは絶対してはいけません。全世界多大な被害が出ております。自分達が

飲む水は自分達の（税金）お金で守りたいです。他人（ましてや外国企業）では，その地の人

がどうなろうが関係ありませんから。利益が取れれば…。（製造業） 

４ 特にありません。これからもよろしくお願い致します。（製造業） 

５ 

水道局職員は態度が市の職員より悪い。モラルが無い。尋ねても知らないことが多い。水道の

少しの故障でも２人が軽四で，古い職員はガムをかみながらポケットに手を入れ若い職員に

指示。ボーナスがなぜ市職員よりいいのか不思議です。（サービス業） 

６ 

市所有の水道施設に対し，もっと安全意識の徹底を図りなさい。市，自ら安全意識の欠如を棚

に上げて全ての業者の責任として片づけず，自らの責任を真摯に認め，安全な水道施設にすべ

く努力しなさい。業者は行政に勝てないという昔ながらの体質を改め，もっと行政改革を行い

なさい。自らの非は非として認めなさい。これ以上，行政不信を起こさせないでもらいたい。

今，福山市行政に対し，とてつもない不信感を覚えている。※この内容を福山市行政の中で必

ず問題提起して頂きたい。強く希望します。（業種無回答） 

７ お仕事頑張ってください。いろいろと大変だと思います。（製造業） 

８ 慣例にとらわれることなく様々な改革に取り組んで欲しいと思います。（建設業） 

９ 

今後も安心して飲める良質な水の供給・断水の無い水道水の安定した供給・災害に強い水道づ

くり・災害に強い下水道づくり・上下水道サービスの向上。よろしくお願いします。（医療・

福祉） 

 

６ 本アンケートについて 

１ アンケート経費のムダ（時間，コスト）。（卸売・小売業） 
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日頃より，上下水道事業に格別のご理解とご協力いただき厚くお礼申し上げます。 

このたび上下水道局では，事業所のみなさまから水道・下水道の利用実態や率直な 

ご意見等をお伺いし，今後の事業運営に活かしていくための基礎資料とすることを目 

的とした「事業所アンケート」を実施します。 

つきましては，お忙しいところ誠に恐縮ですが，調査の趣旨をご理解いただき，ご 

 協力くださいますようお願い申し上げます。 

２０２０年（令和２年）１０月 

福山市上下水道局 

 

 今回の意識調査対象者について  

○ 水道・下水道使用者として上下水道局に届出されている事業所の中から，無作為に抽出

しました３００の事業所のみなさまにご協力をお願いしています。 

○ 記入にあたっては，貴事業所の中でできるだけ詳しい方がご回答ください。 

○ ご回答いただいた調査票は統計的に処理し，今後の事業運営のための基礎資料としま

すので，ありのままをご記入ください。なお，無記名方式の調査となりますので，決し

て事業所を特定することやご迷惑をおかけすることはございません。 

 

 調査票の返送について  

〇 ご記入いただいた調査票は，恐縮ですが同封の返信用封筒に入れて郵送によりご返送

ください。（切手は不要です。返信用封筒やアンケート調査票にお名前，ご住所などの

記入も不要です。） 

２０２０年（令和２年）１１月１３日（金）までに ポストにご投函ください。 

 

 お問い合わせ・連絡先  

○ この調査についてご不明な点がございましたら，次の連絡先にご連絡ください。 

 

福山市上下水道局 上下水道総務課 

（〒720-8526 福山市古野上町１５番２５号） 

担当：土居，藤井 

電話（０８４）９２８－１５２５ 

 

 

福山市上下水道局 事業所アンケート 

【ご協力のお願い】 

「水道人間ゴカイダー」 

 安心・安全な福山の水道水をＰＲするため，誕生したヒーローです。 

Ⅴ 調査票 
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問１ 貴事業所の所在地（町名）をご記入ください。 

（町名：         ） ［記入例］（町名：古野上町 ） 

 

問２ 貴事業所の業種をお答えください。《〇は１つ》 

１ 製造業    ２ 建設業    ３ 医療・福祉   ４ 卸売・小売業 

５ サービス業  ６ 運輸・通信業 ７ 公共機関（医療・福祉を除く） 

８ その他（                        ） 

 

 

 

 

問３ 新型コロナウイルス感染症による影響（在宅勤務，業務量の減少など）により，貴

事業所の水道使用水量は変わりましたか。《〇は１つ》 

１ かなり増えた 

２ 少し増えた 

   ３ 特に変わらない 

   ４ 少し減った 

   ５ かなり減った 

   ６ わからない 

 

問４ 新型コロナウイルス感染症による影響などにより，水道料金・下水道使用料のお支

払いが一時的に困難になった場合，福山市では支払の猶予や分割納付などの対応を

しています。この制度のことをご存じですか。《〇は１つ》 

   １ 知っている   ２ 知らない 

 

問５ 貴事業所で支払の猶予や分割納付について検討しましたか。《〇は１つ》 

１ 検討し，上下水道局に相談した 

２ 検討した（もしくは検討している）が，上下水道局に相談していない 

３ これまで検討しなかったが，今後検討する可能性がある 

４ これまで検討しなかったし，今後も検討することはない 

   ５ その他（                ） 

  

基本情報 

質問事項は全部で３０問あります。 

それぞれの問いに対し，あてはまる番号を〇で囲んでください。また，「その他」

を選んだ場合は，（ ）内にその内容をご記入ください。 

 

新型コロナウイルス感染症に関することについて 
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問６ 貴事業所では，水道水をどのようにして飲んでいますか。《〇は１つ》 

１ そのまま飲んでいる 

２ 浄水器を通して飲んでいる 

３ 沸かして，お茶やコーヒーとして飲んでいる 

４ 水道水はまったく（ほとんど）飲んでいない 

 

問６－１ 問６で「４」と回答された事業所のみお答えください。 

貴事業所で水道水を飲まない理由は何ですか。《〇はいくつでも》 

１ 安全性に不安があるから    

２ においや味が気になるから 

３ 周りの人が飲んでいないから  

４ 水道水をそのまま飲む習慣がないから 

５ ミネラルウォーターやジュースなどを飲むから 

６ その他（                         ） 

７ 特に理由はない 

 

問７ 水道水の水質について，どのようなことを望みますか。《〇はいくつでも》 

１ もっと安全にしてほしい 

２ もっとおいしくしてほしい 

３ カルキ（塩素）などのにおいがしないようにしてほしい 

４ 水源の河川やダムの水質をよくしてほしい 

５ 水道管をきれいにしてほしい 

６ 水道水の安全性について，もっと情報提供してほしい 

７ その他（                         ） 

８ 特になし 

 

問８ 水道水以外の利用状況についておたずねします。 

貴事業所で利用しているものをすべて選んでください。《〇はいくつでも》 

１ 地下水（井戸水）  ２ 雨水   ３ 再生水   ４ 工業用水 

５ その他（         ）  ６ 水道水以外は利用していない 

 

 

 

  

水道水について 
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問９ 貴事業所の地域は公共下水道が整備されていますか。《〇は１つ》 

   １ 整備されている   ２ 整備されていない   ３ わからない 

 

問９－１ 問９で「１」と回答された事業所のみお答えください。 

貴事業所では，下水道を使用（接続）していますか。《〇は１つ》 

   １ 使用（接続）している 

   ２ 一部使用（接続）している 

   ３ 使用（接続）していない 

 

問９－２ 問９－１で「３」と回答された事業所のみお答えください。 

     使用（接続）していない理由は何ですか。《〇はいくつでも》 

   １ 工事資金が高いため（資金調達が困難）  

２ 接続する必要性を感じないから 

   ３ 合併浄化槽を使用しているから   

   ４ 下水道接続工事をすると建築物に損害が出るおそれがあるから 

５ 土地の形状等により接続工事ができないから 

６ 建物を長い間使用しておらず汚水が出ないから 

７ 建築物を近いうちに取り壊す予定があるから 

８ その他（                ） 

 

問１０ 下水道法における「特定施設※」という施設を知っていますか。《〇は１つ》 

   １ 知っている     ２ 知らない 

 

※特定施設 人の健康及び生活環境に被害を生ずる恐れのある物質を含む汚水または廃液を流

す施設として，水質汚濁防止法施行令及びダイオキシン類対策特別措置法で定められた施設。

特定施設を有する事業場を「特定事業場」とし，一般の事業場と区別し規制を行っています。 

 

 

 

  

下水道について 
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福山市の水道料金・下水道使用料は２０１５年（平成２７年）３月に改定し，次の表の

とおりとなっています。水道料金・下水道使用料は，使用水量に関係なく負担していただ

く「基本料金」「基本使用料」と使用水量に応じて負担していただく「従量料金」「従量使

用料」を合計した金額となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，福山市と広島県内各市の水道料金・下水道使用料を比較すると，次の図のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１ 貴事業所に設置されている水道メーターの口径※をお答えください。なお，水道

の契約が複数ある場合は、代表的なものをご記入ください。《〇は１つ》 

１ １３ｍｍ   ２ ２０ｍｍ   ３ ２５ｍｍ   ４ ４０ｍｍ 

５ ５０ｍｍ   ６ ７５ｍｍ   ７ １００ｍｍ以上 

８ わからない 

 

※検針の際にお配りしている「使用水量・料金等のお知らせ」に記載されています。  

水道料金・下水道使用料について 

0
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中
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江
田
島
市

広島県内各市の水道料金・下水道使用料

水道料金 下水道使用料
２か月で４０ｍ３使用した場合の料金

一般用（家事用），メーター口径１３mm （税込み）
（円）

①　　０㎥ 基本料金　　　１，４４０円 基本使用料　　１，５８０円

②　　１㎥　～　２０㎥まで １㎥につき　　２０円 １㎥につき　　２０円

③　２１㎥　～　３０㎥まで １㎥につき　１４４円 １㎥につき　１４７円

④　３１㎥　～　４０㎥まで １㎥につき　１７４円 １㎥につき　１８７円

⑤　４１㎥　～　６０㎥まで １㎥につき　２１７円 １㎥につき　２２８円

⑥　６１㎥　～５００㎥まで １㎥につき　２６１円

⑦５００㎥を超える １㎥につき　２６７円

水道料金・下水道使用料表（２か月につき，一般用）

①～⑦の合計額に消費税及び地方消費税相当額を加えた額が請求金額です。（１円未満は切り捨て）

使　用　水　量 【　水　道　料　金　】 【 下 水 道 使 用 料 】

従
量
料
金

従
量
使
用
料

１㎥につき　２３５円
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問１２ 水道メーターの検針は２か月ごとに行っています。貴事業所の最近２か月（１期

分）の水道使用水量※は何㎥くらいですか。 

約（      ）㎥ 

 

※検針の際にお配りしている「使用水量・料金等のお知らせ」に，２か月分の水道使用水量が

記載されています。 

 

問１３ 福山市では，前ページの料金表に基づき，水道料金・下水道使用料を請求してい

ます。 

貴事業所は水道料金・下水道使用料の金額について，どのように感じていますか。 

《〇は１つ》 

１ 安いと思う      ２ 妥当な水準だと思う 

３ 高いと思う      ４ 特に意識したことはない 

 

問１３－１ 問１３で「３」と回答した事業所のみお答えください。 

水道料金・下水道使用料が高いと思う理由は何ですか。《〇は３つまで》 

１ 電気やガスなど他の公共料金とくらべて高く思えるから 

２ 他都市の水道料金・下水道使用料とくらべて高く思えるから 

３ 現在の上下水道サービス（水道水の水質など）に対して，水道料金・下水道

使用料が高く思えるから 

４ 上下水道局の経営努力でもっと安くなると思うから 

５ 水は豊富にあり，水の供給に対しお金を払うことに抵抗を感じるから 

６ その他（                         ） 

 

問１４ 水道料金・下水道使用料は，使用水量が多くなればなるほど１㎥あたりの単価が

高くなるような仕組み（逓増制
ていぞうせい

）となっています。これは，主に店舗や工場など

の大口使用者の水需要の抑制，一般家庭などの小口使用者への配慮を目的として

います。このような仕組みについてどのように感じていますか。《〇は１つ》 

１ 良いと思う            ２ どちらかといえば良いと思う 

３ どちらかといえば良いと思わない  ４ 良いと思わない 

５ その他（    ） 

６ わからない 

 ★逓増制
ていぞうせい

についてご意見があれば記入してください。 
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問１５ ４ページの料金表のような，現在の従量料金・従量使用料の単価を見直すことに

なった場合，どのように思われますか。《〇は１つ》 

１ 最高単価（水道料金２３５円，下水道使用料は２６７円）と最低単価（水道

料金，下水道使用料ともに２０円）の差を小さくしてほしい 

２ 最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい 

３ 使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい 

４ 一定以上の水量を使用する場合は，別に安い単価を設定してほしい 

５ その他（                   ） 

６ わからない 

★料金の単価についてご意見があれば記入してください。 

                                         

 

問１６ 全国の多くの水道事業体では，水道メーターの口径が大きいほど基本料金が高く

なるように設定した「口径別料金体系※」を採用しています。 

一方，福山市では，現在，水道メーターの大小に関わらず基本料金が同額になる

料金体系を採用しています。このような福山市の料金体系についてどのように感

じますか。《〇は１つ》 

１ 今のままでよい 

２ 口径別料金体系の方がよい 

３ どちらでもよい 

４ わからない 

 

※口径別料金体系 水道メーターの口径が大きいほど短時間に多くの水を使用することがで

きます。そうした大きい口径のメーター使用者に給水をするためには，水道管などの施設規

模を大きくする必要があります。そのため，メーターの口径の大きさに応じて，水道管など

の建設費や維持管理費を料金に反映させる制度が，口径別料金体系です。（中核市５３市の

うち，４４市が採用《２０２０年３月現在》） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

口径が小さいと， 

基本料金が安い 

口径が大きいと， 

基本料金が高い 

《参考》口径別料金体系を採用している中核市Ａ市の水道料金表（２か月につき，税抜） 

メーターの口径 13mm 20mm 25mm 40mm 50mm 75mm 100mm 150mm 200mm 250mm

基本料金 1,500円 2,200円 4,960円 12,000円 27,200円 64,000円 125,000円 248,000円 540,000円 626,000円
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問１６－１ 問１６で「１」と回答した事業所のみお答えください。 

今のままでよいと思う理由は何ですか。《〇は１つ》 

１ 特に不満に思うことはないから 

２ 水道メーターの口径が大きいため，料金が高くなる可能性があるから 

３ その他（                        ） 

 

問１６－２ 問１６で「２」と回答した事業所のみお答えください。 

口径別料金体系の方がよいと思う理由は何ですか。《〇は１つ》 

１ 水道メーターの口径が大きい使用者が多くの料金を負担すべきだと思うから 

２ 多くの水道事業体で採用されているから 

３ その他（                        ） 

 

問１７ 貴事業所の水道料金・下水道使用料のお支払方法をお答えください。《〇は１つ》 

１ 口座振替 

２ 納付制（金融機関やコンビニエンスストア，上下水道局の窓口で支払う方法） 

３ その他（                 ） 

 

問１８ 水道料金・下水道使用料の新たな支払方法で希望するものがありますか。 

《〇はいくつでも》 

１ スマートフォン決済（ＰａｙＰａｙ，ＬＩＮＥ Ｐａｙなど） 

２ クレジットカード 

３ その他（                ） 

４ 特になし 
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福山市には，水道施設として，水道管約２，８００㎞や浄水場，配水池など，下水道施

設として，下水道管約１，９００km や浄化センター，ポンプ場などがあります。 

現在，施設の老朽化による漏水や道路陥没，また地震による断水や下水が流せなくなる

ことなどを防止するため，施設の更新・耐震化を計画的に取り組んでおり，今後も多額の

費用が掛かるものと見込んでいます。 

 一方，近年では節水機器の普及に加え，人口減少などの要因により，水道料金及び下水

道使用料による収入は減少傾向にあります。 

 

問１９ 水道施設や下水道施設の多くが老朽化の進行により更新時期を迎えていること

をご存じですか。《〇は１つ》 

１ 知っている   ２ 知らない 

 

問２０ 水道施設や下水道施設の更新は，みなさまからいただいている水道料金と下水道

使用料で賄っていることをご存じですか。《〇は１つ》 

１ 知っている   ２ 知らない 

 

問２１ 水道施設や下水道施設の更新・耐震化を着実に実施するため，将来，水道料金及

び下水道使用料の値上げが必要となった場合，どのように思われますか。 

《〇は１つ》 

    １ 料金の値上げはやむを得ない 

    ２ 借入金を増やしてでも，料金の値上げ幅を小さくしてほしい 

    ３ 更新・耐震化を遅らせることで，料金の値上げ幅を小さくしてほしい 

    ４ その他（                   ） 

    ５ わからない 

 

  

施設の老朽化・更新について 

《参考》福山市の借入金の残高と施設の耐震化率（2020年3月現在）

（１）借入金の残高

① 水　道　363億円（給水人口1人あたり8.1万円）

② 下水道　836億円（処理区域内人口1人あたり24.1万円）

（２）施設の耐震化率

① 水道 ② 下水道

耐震化率 耐震化率

基幹管路 73.6% 管　　路 38.5%

浄水施設 44.0%

配 水 池 60.0%

※基幹管路・・・導水管，送水管，給水分岐のない大口径の配水管など， 
　　　　　　　　市内全体に水道水を供給する上で基幹となる管路

※
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今後の水道事業は，人口減少による給水収益の減少，施設の老朽化に伴う更新費用の増

加などによる経営環境の悪化，経験豊かな職員の大量退職などに伴う人材不足による水道

サービスの低下が懸念されています。 

 

広島県では，この問題に対して，市町の枠を超えた「広域連携」により経営基盤を強化す

ることが有効であるとし，県と県内市町の水道担当部局で構成する「広島県水道広域連携

協議会」を設置し，検討・議論を進めてきました。 

 

２０２０年（令和２年）６月には，広島県が，「広島県水道広域連携協議会」で市町から

出された様々な意見を参考として，水道事業の広域連携の推進に向けた基本的枠組や具体

的な取組などをとりまとめた「広島県水道広域連携推進方針」を策定しました。 

 

《「広島県水道広域連携推進方針」の主な内容》 

・広島県としては，県内全ての水道事業の経営組織を一元化する「統合による連携」が適

当と考える。 

・「統合による連携」の受け皿としては，市町と県で構成する「企業団」を設立して水道事

業を一体で経営する。 

・統合への参画が困難と考える市町は，研修の共同実施などの事務の広域的処理により業

務の効率化を図っていく「統合以外の連携」を選択する。 

 

問２２ 水道事業の「広域連携」の検討・議論が行われてきたことについて，貴事業所の

状況に最も近いと思われるものをお答えください。《〇は１つ》 

 １ 知っており，内容も理解している。 

 ２ 知っており，今後は内容を理解しようと思っている。 

 ３ 知ってはいるが，内容までは理解しようとは思わない。 

 ４ 知らなかったが，今後は内容を理解したいと思った。 

    ５ 知らないし，内容も理解したいとは思わない。 

 

 

 

 

  

広域連携について 
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「広域連携」について，より詳しくお知りになりたい方は， 

上下水道局ホームページをご覧ください。 

《福山市上下水道局ホームページ 水道事業の広域化について》 

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/jougesui/198113.html  

問２３ 広島県の「方針」を受け，福山市としては，水道施設の整備水準は全国的にも高

いレベルを維持しつつ，健全な経営を維持していることから，単独経営を維持す

る「統合以外の連携」を選択しました。 

このような広域連携に対する福山市の考えについて，どのように思われますか。 

《〇は１つ》 

１ 将来的には，県内水道事業の統合に参加するべきだと思う 

２ 統合へは参加せず，このまま単独経営を続けていけばよいと思う 

    ３ その他（                        ） 

４ わからない 

★広域連携についてご意見があれば記入してください。 
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近年，地震や台風，集中豪雨などによる自然災害が多発しています。こうした自然災害

が発生した際には，水道や下水道施設などに被害があり，断水や下水が流せないなど日常

生活に支障をきたすこともあります。 

そこで，万一の災害に備えて，貴事業所で取り組んでいることについてお尋ねします。 

 

問２４ 上下水道局では，万一の災害に備えて，様々な対策や取組を行っています。上下

水道局が行っている対策や取組で，知っているものをお答えください。 

《〇はいくつでも》 

１ 浄水場や雨水ポンプ所などの施設を耐震化していること 

２ 水道管・下水道管を耐震化していること 

３ 配水池に緊急遮断弁※１を設置していること 

４ 災害用備蓄水を製造・備蓄していること 

５ 給水車を保有していること 

６ 他市などと災害時応援協定を締結していること 

７ 広域避難場所にマンホールトイレ※２が設置できるよう整備していること 

８ 災害に備えて，局職員・業者・関係団体などが定期的に訓練していること 

９ 大雨による浸水被害を軽減するため，止水板の設置等に必要な経費の一部を

補助する制度※３を設けていること 

   １０ 知っているものはない 

 

※１ 緊急遮断弁 地震の揺れなどの異常を感知して閉鎖する弁のこと。大規模地震により

破損した水道管からの水の流出を防ぐため，配水池の出口に設置している緊急遮断弁

を閉鎖します。 

※２ マンホールトイレ 下水道管にあるマンホールの上に設置して使用する簡易なトイレ

のこと。 

※３ 止水板設置補助金交付制度 大雨で浸水した道路等から，水が建築物内部に侵入する

ことを防ぐための止水板を設置する費用の一部を補助する制度。 

 

 

 

 

  

災害への備えについて 
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問２５ 上下水道局の取組やサービスについて，満足していただいている点はどのような

ことですか。《〇はいくつでも》 

１ 水源水質の保全              ２ 水道水の水質   

３ 安定した給水               ４ 水道料金・下水道使用料  

５ 水道・下水道施設の更新状況        ６ 下水道の整備状況   

７ 地震や渇水などの災害対策         ８ 浸水対策 

９ 効率的な事業運営            １０ 道路上の漏水の応急対応など 

   １１ お客さまへのサービス          １２ 職員の応対 

１３ 水道・下水道に関する情報提供やイベント １４ 環境対策への取組 

１５ 水道・下水道を使っていて特に問題ないこと 

１６ その他（                     ）  

１７ 特になし  

 

問２６ 上下水道局の取組やサービスについて，ご不満な点はどのようなことですか。 

《〇はいくつでも》 

１ 水源水質の保全             ２ 水道水の水質   

３ 安定した給水              ４ 水道料金・下水道使用料  

５ 水道・下水道施設の更新状況       ６ 下水道の整備状況   

７ 地震や渇水などの災害対策        ８ 浸水対策 

９ 効率的な事業運営           １０ 道路上の漏水の応急対応など 

１１ お客さまへのサービス         １２ 職員の応対 

１３ 水道・下水道に関する情報提供やイベント １４ 環境対策への取組 

１５ その他（                     ） 

   １６ 特になし 

 

問２７ 上下水道局職員の電話や窓口等での応対について，貴事業所で実際に感じている

印象（満足の程度）をお聞かせください。《〇は１つ》 

１ 良かった（満足）        ２ どちらかといえば良かった 

３ どちらかといえば良くなかった  ４ 良くなかった（不満） 

５ その他（                     ） 

６ 職員と応対したことがない 

 

問２８ 貴事業所では，上下水道局の取組やサービスについて，全体としてどのくらい満

足されていますか。《〇は１つ》 

１ 満足している     ２ どちらかといえば満足 ３ ふつう 

４ やや不満       ５ 不満 

 

上下水道局が行っている事業・サービスについて 
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問２９ 上下水道局の今後の事業経営の効率的な推進にあたり，どのような事業やサービ

スの向上に力を入れていくべきだと思いますか。 

それぞれの項目についてお答えください。《(１)～(１２)各項目〇は１つ》 

 

 

 

 

 

 

  

項     目 

も
っ
と
力
を
入 

れ
て
い
く
べ
き 

今
の
ま
ま
で 

良
い 

あ
ま
り
重
要
で 

は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

水 
 

道 

（１）安心して飲める良質な水の供給 

（水質検査体制の強化や安心・安全な水を供給するための取組）  
１ ２ ３ ４ 

（２）断水のない、水道水の安定した供給 

（古い水道施設や配水管の計画的な更新） 
１ ２ ３ ４ 

（３）災害に強い水道づくり 

（管路・施設の耐震化や応急給水拠点の整備など）  
１ ２ ３ ４ 

下 

水 

道 

（４）公共下水道の整備 

（普及率の向上） 
１ ２ ３ ４ 

（５）大雨などに対する浸水対策 

（雨水幹線やポンプ場の整備） 
１ ２ ３ ４ 

（６）災害に強い下水道づくり 

（管渠や施設の耐震化） 
１ ２ ３ ４ 

水
道
・
下
水
道 

（７）上下水道サービスの向上 

（インターネットなどＩＴを活用したサービスなど） 
１ ２ ３ ４ 

（８）利用者への十分なお知らせ，情報提供 

（上下水道局ホームページの充実など）    
１ ２ ３ ４ 

（９）道路上での漏水など応急対応 

（道路上の水道管・下水道管の故障への対応） 
１ ２ ３ ４ 

（１０）利用者に親しみやすい上下水道づくり 

（イベントや施設見学会，ＰＲ活動などの充実） 
１ ２ ３ ４ 

（１１）持続可能な経営基盤の確立 

（経営コストの縮減，料金・使用料の適正化など）  
１ ２ ３ ４ 

（１２）環境に配慮した取組 

（水源保全や資源の有効利用，地球温暖化防止の取組など） 
１ ２ ３ ４ 
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問３０ 福山市上下水道局に対してのご意見・ご要望などがありましたら，自由にご記入

ください。 

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

 

 

 

  以上で質問は終わりです。 

 ご協力，大変ありがとうございました。 

 

誠に勝手なお願いですが，ご回答は２０２０年（令和２年）１１月１３日（金）までに，

同封の返信用封筒に入れて，郵送によりご返送ください。（切手は不要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道・下水道のいろいろな手続きや制度を記載した『上下水道べん

り帳』や上下水道に関する施設を紹介した『パンフレット』などを福

山市上下水道局のホームページへ掲載しています。 

ぜひご活用ください！ 

《福山市上下水道局ホームページ》 

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/jougesui/ 
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